
年 発 ０ ９ １ ４ 第 １ 号

平 成 ２ ２ 年 ９ 月 １ ４ 日

日本年金機構理事長 殿

厚 生 労 働 省 年 金 局 長

「国民年金法等の一部を改正する法律」及び「国民年金法等の一部を

改正する法律の施行に伴う関係政令の整備及び経過措置に関する政

令」の公布について

標記については 「国民年金法等の一部を改正する法律 （平成２２年法律第２７、 」

号。以下「法」という ）が平成２２年４月２８日に 「国民年金法等の一部を改正。 、

する法律の施行に伴う関係政令の整備及び経過措置に関する政令 （平成２２年政令」

第１９４号。以下「令」という ）が平成２２年９月８日に別添のとおり公布された。

ので通知する。

これらの改正の趣旨及び内容は下記のとおりであるので、その内容につき御了知い

、 、 。ただくとともに 実施に当たっては 周知徹底を図り遺漏のないよう取り扱われたい

記

第１ 法制定の趣旨

公的年金制度に基づく障害年金の受給権者について、結婚や子の出生等による生

活状況の変化に応じたきめ細かな対応を図る観点から、障害基礎年金及び障害厚生

年金等の額の加算に係る子及び配偶者の範囲を拡大し、障害者の所得保障の一層の

充実を図るための所要の措置を講じるものである。

第２ 法の内容

１ 国民年金法（昭和３４年法律第１４１号）の一部改正（第１条関係）

（１）これまで、障害基礎年金の受給権発生時に生計維持している子がある場合に

子の加算を行うこととしていたが、これに加え、受給権発生後に子を持ち、そ

の子との間で生計維持関係がある場合にも子の加算を行うこと。



（２）受給権発生後に生計維持関係にある子を有するに至った場合等において、当

該子を有した月の翌月から障害基礎年金の額を改定すること。

２ 厚生年金保険法（昭和２９年法律第１１５号）の一部改正（第２条関係）

（１）これまで、障害厚生年金の受給権発生時に生計維持している配偶者がある場

合に加給年金額の加算を行うこととしていたが、これに加え、受給権発生後に

、 、婚姻等により配偶者を有し その配偶者との間で生計維持関係がある場合にも

加給年金額の加算を行うこと。

（２）受給権発生後に生計維持関係にある配偶者を有するに至った場合等において

、当該配偶者を有した月の翌月から障害厚生年金の額を改定すること。

（ ） （ ）３ 国家公務員共済組合法 昭和３３年法律第１２８号 の一部改正 第３条関係

国家公務員共済組合法の規定による障害共済年金について、２の改正に準じた

改正を行うこと。

４ 地方公務員等共済組合法（昭和３７年法律第１５２号）の一部改正（第４条関

係）

地方公務員等共済組合法の規定による障害共済年金について、２の改正に準じ

た改正を行うこと。

５ 国民年金法等の一部を改正する法律（昭和６０年法律第３４号。以下「６０年

改正法」という ）の一部改正（第５条関係）。

（１）昭和６０年改正前の旧国民年金法の規定による障害年金について、これまで

、昭和６１年４月１日において生計維持している子がある場合に加算を行うこ

ととしていたが、これに加え、受給権発生後に子を持ち、その子との間で生計

維持関係がある場合にも子の加算を行うこと。

（２）法により新たに加給年金額の対象となった障害厚生年金の受給権者の配偶者

が大正１５年４月１日以前に生まれた者である場合には、当該配偶者が６５歳

に到達後であっても加給年金額を支給するものとすること。

また、加給年金額を加算することとなったときは、当該配偶者を有した月の

翌月から障害厚生年金の額を改定すること。

（３）昭和６０年改正前の旧厚生年金保険法及び旧船員保険法の規定による障害年

金について、受給権発生後に配偶者又は子を有し、その配偶者又は子との間で

生計維持関係にある場合にも、加給年金額の加算を行うこと。

（ ）６ 国家公務員等共済組合法等の一部を改正する法律 昭和６０年法律第１０５号



の一部改正（第６条関係）

国家公務員共済組合法の規定による障害共済年金について、５（２）の改正に

準じた改正を行うこと。

（ ）７ 地方公務員等共済組合法等の一部を改正する法律 昭和６０年法律第１０８号

の一部改正（第７条関係）

地方公務員等共済組合法の規定による障害共済年金について、５（２）の改正

に準じた改正を行うこと。

８ 施行期日等

（１）平成２３年４月１日から施行するものとすること （附則第１条関係）。

（２）経過措置（附則第２条関係）

① 施行日において現に障害基礎年金の受給権者によって生計を維持しているそ

（ 。）の者の子 当該障害基礎年金の受給権発生後に有することになった子に限る

がある場合には、施行日の属する月から年金額の改定を行うこととすること。

② 施行日において現に障害厚生年金・障害共済年金の受給権者によって生計を

維持しているその者の配偶者（当該障害厚生年金・障害共済年金の受給権発生

後に有することになった配偶者に限る ）がある場合には、施行日の属する月。

から年金額の改定を行うこととすること。

③ 施行日において現に旧国民年金法、旧厚生年金保険法又は旧船員保険法によ

る障害年金の受給権者によって生計を維持しているその者の配偶者又は子（当

該障害年金の受給権発生後に有することになった配偶者又は子に限る ）があ。

る場合には、施行日の属する月から年金額の改定を行うこととすること。

（３）政令への委任

この法律の附則に規定する経過措置のほか、必要な経過措置について政令で定

めることの委任規定をおくこと。

第３ 令の内容

１ 国民年金法施行令（昭和３４年政令第１８４号）の一部改正（第１条関係）

法により、障害基礎年金の受給権発生後に子を有するに至ったときにも子の加

算を行うものとされたことに伴い、これまで、障害基礎年金の受給権発生時点で

行うこととされていた子との生計維持関係の認定について、受給権発生後子を有

するに至った者も含め、加算を受ける間、生計維持認定を行うこととすること。

（ ） （ ）２ 厚生年金保険法施行令 昭和２９年政令第１１０号 の一部改正 第２条関係

法により、障害厚生年金の受給権発生後に配偶者を有するに至ったときにも加



給年金額の加算を行うものとされたことに伴い、これまで、障害厚生年金の受給

権発生時点で行うこととされていた配偶者との生計維持関係の認定について、受

給権発生後配偶者を有するに至った者も含め、加算を受ける間、生計維持認定を

行うこととすること。

３ 国家公務員共済組合法施行令（昭和３３年政令第２０７号）の一部改正（第３

条関係）

国家公務員共済組合法の規定による障害共済年金の加給年金額に係る生計維持

の認定等について、２の改正に準じた改正を行うこと。

４ 地方公務員等共済組合法施行令（昭和３７年政令第３５２号）の一部改正（第

４条関係）

地方公務員等共済組合法の規定による障害共済年金の加給年金額に係る生計維

持の認定等について、２の改正に準じた改正を行うこと。

５ 国民年金法等の一部を改正する法律の施行に伴う経過措置に関する政令（昭和

６１年政令第５４号）の一部改正（第５条関係）

６０年改正前の旧厚生年金保険法の規定による年金たる給付として支給するこ

（ ） 、ととされた指定共済組合 ※ が支給する年金たる給付のうち障害年金について

法の趣旨を踏まえ、受給権発生後に配偶者又は子を有し、その配偶者又は子との

間で生計維持関係にある場合等にも、加給年金額の加算を行うこと。

※ 指定共済組合・・・昭和 年に労働者年金保険法が制定された時において、すでに労17

働者年金保険と同程度の給付を行っていたことから、労働者年金保険法の適用除外組合

として指定されたもの。現在は、日本製鉄八幡共済組合のみが、過去に組合員であった

者の老齢、廃疾又は死亡について、厚生年金保険法による保険給付に相当する給付を行

っている。

６ 厚生年金保険制度及び農林漁業団体職員共済組合制度の統合を図るための農林

漁業団体職員共済組合法等を廃止する等の法律の施行に伴う移行農林共済年金等

に関する経過措置に関する政令（平成１４年政令第４４号）の一部改正（第６条

関係）

廃止前の農林漁業団体職員共済組合法等の規定に基づく移行障害共済年金につ

いて、法の趣旨を踏まえ、受給権発生後に配偶者を有し、その配偶者との間で生

計維持関係にある場合等に、加給年金額の加算を行うこと。

７ 老齢基礎年金の額の加算（以下「振替加算」という ）に関する経過措置（第。



７条～第９条関係）

（１）障害厚生年金の受給権者とその配偶者との婚姻が、当該障害厚生年金の受給

権発生後で、かつ、その配偶者が老齢基礎年金を受給できる６５歳到達前であ

って、施行日が当該配偶者が６５歳に到達した日より後にある場合には、施行

日の属する月分から当該配偶者の老齢基礎年金に振替加算を加算すること。

（２）障害厚生年金の受給権者と合算対象期間のみで受給資格期間を満たす者であ

る配偶者との婚姻が、当該障害厚生年金の受給権発生後で、かつ、その配偶者

が６５歳到達前であって、施行日が当該配偶者が６５歳に到達した後にある場

合には、施行日の属する月分から当該配偶者に振替加算に相当する額を老齢基

礎年金として支給すること。

（３ （１）による振替加算及び（２）による老齢基礎年金の支給停止については）

、 、６０年改正法附則第１６条の例によることとし その受給権者が障害基礎年金

障害厚生年金等、障害を事由とする年金たる給付の支給を受けることができる

ときは、その間、支給を停止すること。

８ 上記７の振替加算等に係る協定実施特例法等の特例（第１０条関係）

社会保障協定の実施に伴う厚生年金保険法等の特例等に関する法律（平成１９

年法律第１０４号）において、相手国期間を通算することで障害厚生年金等の受

給権が発生する者の配偶者が振替加算を受給する場合や、振替加算の受給者が相

手国期間を通算することで受給権が発生する障害厚生年金等を受給する場合に

は、振替加算の額の計算及び支給停止について、通常の振替加算とは異なる特例

が設けられている。

上記７の振替加算等の受給権者が上記に該当する場合にも、この特例措置を適

用すること。

９ 施行期日

平成２３年４月１日から施行するものとすること （附則関係）。

第４ 児童扶養手当が支給されている場合における障害基礎年金の子の加算に係る生

計維持の取扱いについて（国民年金法施行令第４条の７関係）

１ 児童扶養手当と障害基礎年金の子の加算の関係について

児童扶養手当は、その多くが、子を監護する母子家庭又は子を監護し、かつ生

、 、計を同じくする父子家庭などひとり親家庭に支給されるが 両親がいる場合でも

父又は母が児童扶養手当法施行令（昭和３６年政令第４０５号）で定める程度の

障害の状態にあれば、その児童の母又は父に支給される。ただし、当該児童が障

害の状態にある父又は母との間に生計維持関係があり、障害基礎年金の子の加算



の対象となっているときは、児童扶養手当は支給されないこととなっている。

２ 法施行後の取扱い

上記のとおりの取扱いにより、児童扶養手当の額の多寡にかかわらず、障害基

礎年金の子の加算が支給される場合には、児童扶養手当は支給されないこととな

っている。

今般、法により、障害基礎年金の受給権発生後に子を有するに至ったときにも

子の加算を行うものとされたことに伴い、当該加算が支給されることにより、こ

れまで支給されていた児童扶養手当が支給されなくなる場合がある。

しかし、障害者の生活状況の変化に応じたきめ細かな対応を図り、障害者に対

する所得保障の充実を図るという法の趣旨に鑑みれば、障害者世帯の所得が減少

するような取扱いとすることは適当ではないと考えられる。

また、本年５月２６日に成立した児童扶養手当法の一部を改正する法律（平成

２２年法律第４０号）の附帯決議においても 「障害基礎年金について、受給後、

に有した子に係る加算制度が設けられたことにより、これまで支給されていた児

童扶養手当が支給されなくなる場合があること等を踏まえ、受給世帯に不利な取

扱いとならないよう、運用の改善等適切な措置を講ずること」とされたところで

ある。

よって、法施行後は、子を監護する母又は子を監護し、生計を同じくする父等

の所得から算定される児童扶養手当の額が、当該子を障害基礎年金の加算額の対

象とした場合の当該加算額を上回る場合においては、当該子は児童扶養手当が支

給される母又は父によって生計を維持されており、当該子と障害基礎年金の受給

権者である父又は母との間には生計維持関係はないものと取り扱って差し支えな

いこととする。

なお、これに関する詳細な事務については、追って通知する。
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一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
八
十
三
条
第
一
項
中
「
が
そ
の
権
利
を
取
得
し
た

当
時
そ
の
者
」
を
削
り
、「
維
持
し
て
い
た
」
を
「
維
持

し
て
い
る
」
に
改
め
、
同
条
第
四
項
を
同
条
第
五
項
と

し
、
同
条
第
三
項
の
次
に
次
の
一
項
を
加
え
る
。

４

障
害
共
済
年
金
の
受
給
権
者
が
そ
の
権
利
を
取
得

し
た
日
の
翌
日
以
後
に
そ
の
者
に
よ
つ
て
生
計
を
維

持
し
て
い
る
そ
の
者
の
六
十
五
歳
未
満
の
配
偶
者
を

有
す
る
に
至
つ
た
こ
と
に
よ
り
第
一
項
に
規
定
す
る

加
給
年
金
額
を
加
算
す
る
こ
と
と
な
つ
た
と
き
は
、

障
害
共
済
年
金
の
額
を
改
定
す
る
。

国
民
年
金
法
等
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
を
こ
こ
に
公

布
す
る
。

御

名

御

璽

平
成
二
十
二
年
四
月
二
十
八
日

内
閣
総
理
大
臣

鳩
山
由
紀
夫

法
律
第
二
十
七
号

国
民
年
金
法
等
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律

（
国
民
年
金
法
の
一
部
改
正
）

第
一
条

国
民
年
金
法
（
昭
和
三
十
四
年
法
律
第
百
四
十

一
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
三
十
三
条
の
二
第
一
項
中
「
が
そ
の
権
利
を
取
得

し
た
当
時
そ
の
者
」
を
削
り
、「
維
持
し
て
い
た
」を「
維

持
し
て
い
る
」
に
改
め
、
同
条
第
二
項
を
次
の
よ
う
に

改
め
る
。

２

受
給
権
者
が
そ
の
権
利
を
取
得
し
た
日
の
翌
日
以

後
に
そ
の
者
に
よ
つ
て
生
計
を
維
持
し
て
い
る
そ
の

者
の
子
（
十
八
歳
に
達
す
る
日
以
後
の
最
初
の
三
月

三
十
一
日
ま
で
の
間
に
あ
る
子
及
び
二
十
歳
未
満
で

あ
つ
て
障
害
等
級
に
該
当
す
る
障
害
の
状
態
に
あ
る

子
に
限
る
。）を
有
す
る
に
至
つ
た
こ
と
に
よ
り
、
前

項
の
規
定
に
よ
り
そ
の
額
を
加
算
す
る
こ
と
と
な
つ

た
と
き
は
、
当
該
子
を
有
す
る
に
至
つ
た
日
の
属
す

る
月
の
翌
月
か
ら
、
障
害
基
礎
年
金
の
額
を
改
定
す

る
。

第
三
十
三
条
の
二
第
四
項
中
「
維
持
し
て
い
た
」
を

「
維
持
し
て
い
る
」
に
改
め
る
。

（
厚
生
年
金
保
険
法
の
一
部
改
正
）

第
二
条

厚
生
年
金
保
険
法
（
昭
和
二
十
九
年
法
律
第
百

十
五
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
五
十
条
の
二
第
一
項
中
「
が
そ
の
権
利
を
取
得
し

た
当
時
そ
の
者
」
を
削
り
、「
維
持
し
て
い
た
」
を
「
維

持
し
て
い
る
」
に
改
め
、
同
条
第
三
項
中
「
及
び
第
五

項
」
を
削
り
、
同
項
を
同
条
第
四
項
と
し
、
同
条
第
二

項
の
次
に
次
の
一
項
を
加
え
る
。

™
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附
則
第
七
十
八
条
第
五
項
中
「
以
下
こ
の
項
に
お
い

て
同
じ
。）の
規
定
は
同
法
に
よ
る
老
齢
年
金
」を「
）
の

規
定
は
同
法
に
よ
る
老
齢
年
金
」に
改
め
、「
終
了
し
た
」

と
」
の
下
に
「
、
同
法
第
五
十
一
条
第
二
項
に
お
い
て

準
用
す
る
同
法
第
四
十
四
条
第
一
項
中
「
受
給
権
者
が

そ
の
権
利
を
取
得
し
た
当
時
そ
の
者
」と
あ
る
の
は「
受

給
権
者
」
と
、「
維
持
し
て
い
た
」
と
あ
る
の
は
「
維
持

し
て
い
る
」
と
、「
十
八
歳
未
満
の
」
と
あ
る
の
は
「
十

八
歳
に
達
す
る
日
以
後
の
最
初
の
三
月
三
十
一
日
ま
で

の
間
に
あ
る
」
と
、「
計
算
す
る
」
と
あ
る
の
は
「
計
算

す
る
も
の
と
し
、
受
給
権
者
が
そ
の
権
利
を
取
得
し
た

日
の
翌
日
以
後
に
そ
の
者
に
よ
つ
て
生
計
を
維
持
し
て

い
る
当
該
配
偶
者
又
は
当
該
子
を
有
す
る
に
至
つ
た
こ

と
に
よ
り
当
該
加
給
年
金
額
を
加
算
す
る
こ
と
と
な
つ

た
と
き
は
、
当
該
配
偶
者
又
は
当
該
子
を
有
す
る
に
至

つ
た
日
の
属
す
る
月
の
翌
月
か
ら
、
年
金
の
額
を
改
定

す
る
」
と
、
同
法
第
五
十
一
条
第
二
項
に
お
い
て
準
用

す
る
同
法
第
四
十
四
条
第
三
項
第
六
号
中
「
受
給
権
者

が
そ
の
権
利
を
取
得
し
た
当
時
か
ら
引
き
続
き
別
表
第

一
」
と
あ
る
の
は
「
別
表
第
一
」
と
、「
十
八
歳
に
達
し

た
」
と
あ
る
の
は
「
十
八
歳
に
達
し
た
日
以
後
の
最
初

の
三
月
三
十
一
日
が
終
了
し
た
」
と
、
同
法
第
五
十
一

条
第
二
項
に
お
い
て
準
用
す
る
同
法
第
四
十
四
条
第
三

項
第
七
号
中
「
十
八
歳
未
満
の
」
と
あ
る
の
は
「
十
八

歳
に
達
す
る
日
以
後
の
最
初
の
三
月
三
十
一
日
ま
で
の

間
に
あ
る
」
と
」
を
加
え
る
。

附
則
第
八
十
七
条
第
六
項
中
「
及
び
第
四
十
一
条
ノ

二
第
一
項
」
を
削
り
、「
終
了
シ
タ
ル
ト
」
と
」
の
下
に

「
、
同
法
第
四
十
一
条
ノ
二
第
一
項
中
「
十
八
歳
未
満

ノ
」
と
あ
る
の
は
「
十
八
歳
ニ
達
ス
ル
日
以
後
ノ
最
初

ノ
三
月
三
十
一
日
迄
ノ
間
ニ
在
ル
」
と
、「
支
給
ヲ
受
ク

ル
モ
ノ
ガ
障
害
ノ
状
態
ト
為
リ
タ
ル
当
時
其
ノ
者
」
と

あ
る
の
は
「
支
給
ヲ
受
ク
ル
モ
ノ
」と
、「
維
持
シ
タ
ル
」

附

則

（
施
行
期
日
）

第
一
条

こ
の
法
律
は
、
平
成
二
十
三
年
四
月
一
日
か
ら

施
行
す
る
。

（
経
過
措
置
）

第
二
条

こ
の
法
律
の
施
行
の
日
（
以
下
「
施
行
日
」
と

い
う
。）に
お
い
て
、
現
に
国
民
年
金
法
の
規
定
に
よ
る

障
害
基
礎
年
金
の
受
給
権
者
に
よ
っ
て
生
計
を
維
持
し

て
い
る
そ
の
者
の
同
法
第
三
十
三
条
の
二
第
一
項
に
規

定
す
る
子
（
当
該
受
給
権
者
が
そ
の
権
利
を
取
得
し
た

日
の
翌
日
以
後
に
有
す
る
に
至
っ
た
当
該
子
（
第
一
条

の
規
定
に
よ
る
改
正
前
の
国
民
年
金
法
第
三
十
三
条
の

３

施
行
日
に
お
い
て
、
現
に
国
家
公
務
員
共
済
組
合
法

の
規
定
に
よ
る
障
害
共
済
年
金
の
受
給
権
者
に
よ
っ
て

生
計
を
維
持
し
て
い
る
そ
の
者
の
六
十
五
歳
未
満
の
配

偶
者
（
婚
姻
の
届
出
を
し
て
い
な
い
が
事
実
上
婚
姻
関

係
と
同
様
の
事
情
に
あ
る
者
を
含
み
、
当
該
受
給
権
者

が
そ
の
権
利
を
取
得
し
た
日
の
翌
日
以
後
に
有
す
る
に

至
っ
た
当
該
配
偶
者
に
限
る
。）が
あ
る
場
合
に
お
け
る

第
三
条
の
規
定
に
よ
る
改
正
後
の
国
家
公
務
員
共
済
組

合
法
第
八
十
三
条
第
四
項
（
第
六
条
の
規
定
に
よ
る
改

正
後
の
国
家
公
務
員
等
共
済
組
合
法
等
の
一
部
を
改
正

す
る
法
律
附
則
第
十
七
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
読
み

替
え
て
適
用
す
る
場
合
を
含
む
。）の
規
定
に
よ
る
障
害

共
済
年
金
の
額
の
改
定
は
、
国
家
公
務
員
共
済
組
合
法

第
七
十
三
条
第
三
項
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
施
行
日

の
属
す
る
月
か
ら
行
う
。

６

施
行
日
に
お
い
て
、
現
に
昭
和
六
十
年
改
正
法
第
三

条
の
規
定
に
よ
る
改
正
前
の
厚
生
年
金
保
険
法
（
以
下

こ
の
項
に
お
い
て
「
旧
厚
生
年
金
保
険
法
」
と
い
う
。）

の
規
定
又
は
昭
和
六
十
年
改
正
法
第
五
条
の
規
定
に
よ

る
改
正
前
の
船
員
保
険
法
（
昭
和
十
四
年
法
律
第
七
十

三
号
。
以
下
こ
の
項
に
お
い
て
「
旧
船
員
保
険
法
」
と

い
う
。）の
規
定
に
よ
る
障
害
年
金
の
受
給
権
者
に
よ
っ

て
生
計
を
維
持
し
て
い
る
そ
の
者
の
配
偶
者
（
婚
姻
の

届
出
を
し
て
い
な
い
が
事
実
上
婚
姻
関
係
と
同
様
の
事

情
に
あ
る
者
を
含
み
、
当
該
受
給
権
者
が
そ
の
権
利
を

取
得
し
た
日
の
翌
日
以
後
に
有
す
る
に
至
っ
た
当
該
配

偶
者
に
限
る
。）又
は
そ
の
者
の
第
五
条
の
規
定
に
よ
る

改
正
後
の
昭
和
六
十
年
改
正
法
附
則
第
七
十
八
条
第
五

項
の
規
定
に
よ
り
読
み
替
え
ら
れ
た
旧
厚
生
年
金
保
険

法
第
五
十
一
条
第
二
項
に
お
い
て
準
用
す
る
旧
厚
生
年

金
保
険
法
第
四
十
四
条
第
一
項
若
し
く
は
第
五
条
の
規

定
に
よ
る
改
正
後
の
昭
和
六
十
年
改
正
法
附
則
第
八
十

（
国
民
年
金
法
等
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
の
一
部
改

正
）

第
五
条

国
民
年
金
法
等
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
（
昭

和
六
十
年
法
律
第
三
十
四
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に

改
正
す
る
。

附
則
第
三
十
二
条
第
五
項
後
段
を
削
る
。

附
則
第
六
十
条
第
一
項
中
「
及
び
同
法
第
五
十
条
の

二
第
一
項
」
を
「
、
同
法
第
五
十
条
の
二
第
一
項
及
び

第
三
項
並
び
に
国
民
年
金
法
等
の
一
部
を
改
正
す
る
法

律
（
平
成
二
十
二
年
法
律
第
二
十
七
号
）
附
則
第
二
条

第
二
項
」
に
、「
、
同
法
」
を
「
、
厚
生
年
金
保
険
法
」

に
、「
第
五
十
条
の
二
第
三
項
」
を
「
第
五
十
条
の
二
第

四
項
」
に
改
め
る
。

と
あ
る
の
は
「
維
持
ス
ル
」
と
、「
金
額
ニ
加
給
ス
」
と

あ
る
の
は
「
金
額
ニ
加
給
シ
障
害
年
金
ノ
支
給
ヲ
受
ク

ル
者
ガ
障
害
ノ
状
態
ト
為
リ
タ
ル
日
ノ
翌
日
以
後
ニ
当

該
配
偶
者
又
ハ
当
該
子
ヲ
有
ス
ル
ニ
至
リ
タ
ル
ニ
因
リ

当
該
金
額
ヲ
加
給
ス
ル
コ
ト
ト
為
リ
タ
ル
ト
キ
ハ
当
該

配
偶
者
又
ハ
当
該
子
ヲ
有
ス
ル
ニ
至
リ
タ
ル
日
ノ
属
ス

ル
月
ノ
翌
月
ヨ
リ
障
害
年
金
ノ
額
ヲ
改
定
ス
」
と
、「
障

害
年
金
ヲ
受
ク
ル
者
ガ
障
害
ノ
状
態
ト
為
リ
タ
ル
当
時

ヨ
リ
引
続
キ
別
表
第
四
下
欄
」
と
あ
る
の
は
「
別
表
第

四
下
欄
」
と
、「
十
八
歳
以
上
ト
」
と
あ
る
の
は
「
十
八

歳
ニ
達
シ
タ
ル
日
以
後
ノ
最
初
ノ
三
月
三
十
一
日
ガ
終

了
シ
タ
ル
ト
」
と
」
を
加
え
る
。

（
国
家
公
務
員
等
共
済
組
合
法
等
の
一
部
を
改
正
す
る

法
律
の
一
部
改
正
）

第
六
条

国
家
公
務
員
等
共
済
組
合
法
等
の
一
部
を
改
正

す
る
法
律
（
昭
和
六
十
年
法
律
第
百
五
号
）
の
一
部
を

次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

附
則
第
十
七
条
第
一
項
中
「
及
び
第
八
十
三
条
第
一

項
」
を
「
並
び
に
第
八
十
三
条
第
一
項
及
び
第
四
項
並

び
に
国
民
年
金
法
等
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
（
平
成

二
十
二
年
法
律
第
二
十
七
号
）
附
則
第
二
条
第
三
項
」

に
、「
第
八
十
三
条
第
四
項
」
を「
第
八
十
三
条
第
五
項
」

に
改
め
る
。

（
地
方
公
務
員
等
共
済
組
合
法
等
の
一
部
を
改
正
す
る

法
律
の
一
部
改
正
）

第
七
条

地
方
公
務
員
等
共
済
組
合
法
等
の
一
部
を
改
正

す
る
法
律
（
昭
和
六
十
年
法
律
第
百
八
号
）
の
一
部
を

次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

附
則
第
十
七
条
第
一
項
中
「
及
び
第
八
十
八
条
第
一

項
」
を
「
並
び
に
第
八
十
八
条
第
一
項
及
び
第
四
項
並

び
に
国
民
年
金
法
等
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
（
平
成

二
十
二
年
法
律
第
二
十
七
号
）
附
則
第
二
条
第
四
項
」

に
、「
第
八
十
八
条
第
四
項
」
を「
第
八
十
八
条
第
五
項
」

に
改
め
る
。

二
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
当
該
受
給
権
者
が
そ
の
権
利

を
取
得
し
た
当
時
そ
の
者
に
よ
っ
て
生
計
を
維
持
し
て

い
た
と
み
な
さ
れ
、
同
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
加
算

が
行
わ
れ
て
い
る
当
該
子
を
除
く
。）に
限
る
。）が
あ
る

場
合
に
お
け
る
第
一
条
の
規
定
に
よ
る
改
正
後
の
国
民

年
金
法
第
三
十
三
条
の
二
第
二
項
の
規
定
の
適
用
に
つ

い
て
は
、
同
項
中
「
当
該
子
を
有
す
る
に
至
つ
た
日
の

属
す
る
月
の
翌
月
」
と
あ
る
の
は
、「
国
民
年
金
法
等
の

一
部
を
改
正
す
る
法
律
（
平
成
二
十
二
年
法
律
第
二
十

七
号
）
の
施
行
の
日
の
属
す
る
月
」
と
す
る
。

２

施
行
日
に
お
い
て
、
現
に
厚
生
年
金
保
険
法
の
規
定

に
よ
る
障
害
厚
生
年
金
の
受
給
権
者
に
よ
っ
て
生
計
を

維
持
し
て
い
る
そ
の
者
の
六
十
五
歳
未
満
の
配
偶
者

（
婚
姻
の
届
出
を
し
て
い
な
い
が
事
実
上
婚
姻
関
係
と

同
様
の
事
情
に
あ
る
者
を
含
み
、
当
該
受
給
権
者
が
そ

の
権
利
を
取
得
し
た
日
の
翌
日
以
後
に
有
す
る
に
至
っ

た
当
該
配
偶
者
に
限
る
。）が
あ
る
場
合
に
お
け
る
第
二

条
の
規
定
に
よ
る
改
正
後
の
厚
生
年
金
保
険
法
第
五
十

条
の
二
第
三
項
（
第
五
条
の
規
定
に
よ
る
改
正
後
の
国

民
年
金
法
等
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
（
昭
和
六
十
年

法
律
第
三
十
四
号
。
以
下
こ
の
条
に
お
い
て
「
昭
和
六

十
年
改
正
法
」
と
い
う
。）附
則
第
六
十
条
第
一
項
の
規

定
に
よ
り
読
み
替
え
て
適
用
す
る
場
合
及
び
厚
生
年
金

保
険
制
度
及
び
農
林
漁
業
団
体
職
員
共
済
組
合
制
度
の

統
合
を
図
る
た
め
の
農
林
漁
業
団
体
職
員
共
済
組
合
法

等
を
廃
止
す
る
等
の
法
律
（
平
成
十
三
年
法
律
第
百
一

号
）
附
則
第
四
十
五
条
第
三
項
に
お
い
て
準
用
す
る
場

合
を
含
む
。）の
規
定
の
適
用
に
つ
い
て
は
、
第
二
条
の

規
定
に
よ
る
改
正
後
の
厚
生
年
金
保
険
法
第
五
十
条
の

二
第
三
項
中
「
当
該
配
偶
者
を
有
す
る
に
至
つ
た
日
の

属
す
る
月
の
翌
月
」
と
あ
る
の
は
、「
国
民
年
金
法
等
の

一
部
を
改
正
す
る
法
律
（
平
成
二
十
二
年
法
律
第
二
十

七
号
）
の
施
行
の
日
の
属
す
る
月
」
と
す
る
。

４

施
行
日
に
お
い
て
、
現
に
地
方
公
務
員
等
共
済
組
合

法
の
規
定
に
よ
る
障
害
共
済
年
金
の
受
給
権
者
に
よ
っ

て
生
計
を
維
持
し
て
い
る
そ
の
者
の
六
十
五
歳
未
満
の

配
偶
者
（
婚
姻
の
届
出
を
し
て
い
な
い
が
事
実
上
婚
姻

関
係
と
同
様
の
事
情
に
あ
る
者
を
含
み
、
当
該
受
給
権

者
が
そ
の
権
利
を
取
得
し
た
日
の
翌
日
以
後
に
有
す
る

に
至
っ
た
当
該
配
偶
者
に
限
る
。）が
あ
る
場
合
に
お
け

る
第
四
条
の
規
定
に
よ
る
改
正
後
の
地
方
公
務
員
等
共

済
組
合
法
第
八
十
八
条
第
四
項
（
第
七
条
の
規
定
に
よ

る
改
正
後
の
地
方
公
務
員
等
共
済
組
合
法
等
の
一
部
を

改
正
す
る
法
律
附
則
第
十
七
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り

読
み
替
え
て
適
用
す
る
場
合
を
含
む
。）の
規
定
に
よ
る

障
害
共
済
年
金
の
額
の
改
定
は
、
地
方
公
務
員
等
共
済

組
合
法
第
七
十
五
条
第
三
項
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、

施
行
日
の
属
す
る
月
か
ら
行
う
。

５

施
行
日
に
お
い
て
、
現
に
昭
和
六
十
年
改
正
法
第
一

条
の
規
定
に
よ
る
改
正
前
の
国
民
年
金
法
の
規
定
に
よ

る
障
害
年
金
の
受
給
権
者
に
よ
っ
て
生
計
を
維
持
し
て

い
る
そ
の
者
の
国
民
年
金
法
第
三
十
三
条
の
二
第
一
項

に
規
定
す
る
子
（
当
該
受
給
権
者
が
昭
和
六
十
一
年
四

月
一
日
後
に
有
す
る
に
至
っ
た
当
該
子
に
限
る
。）が
あ

る
場
合
に
お
け
る
第
五
条
の
規
定
に
よ
る
改
正
後
の
昭

和
六
十
年
改
正
法
附
則
第
三
十
二
条
第
五
項
に
お
い
て

準
用
す
る
同
法
第
三
十
三
条
の
二
第
二
項
の
規
定
の
適

用
に
つ
い
て
は
、
同
項
中
「
当
該
子
を
有
す
る
に
至
つ

た
日
の
属
す
る
月
の
翌
月
」
と
あ
る
の
は
、「
国
民
年
金

法
等
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
（
平
成
二
十
二
年
法
律

第
二
十
七
号
）
の
施
行
の
日
の
属
す
る
月
」
と
す
る
。

š
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七
条
第
六
項
の
規
定
に
よ
り
読
み
替
え
ら
れ
た
旧
船
員

保
険
法
第
四
十
一
条
ノ
二
第
一
項
に
規
定
す
る
子
（
当

該
受
給
権
者
が
そ
の
権
利
を
取
得
し
た
日
の
翌
日
以
後

に
有
す
る
に
至
っ
た
当
該
子
に
限
る
。）が
あ
る
場
合
に

お
け
る
第
五
条
の
規
定
に
よ
る
改
正
後
の
昭
和
六
十
年

改
正
法
附
則
第
七
十
八
条
第
五
項
及
び
第
八
十
七
条
第

六
項
の
規
定
の
適
用
に
つ
い
て
は
、
第
五
条
の
規
定
に

よ
る
改
正
後
の
昭
和
六
十
年
改
正
法
附
則
第
七
十
八
条

第
五
項
中
「
当
該
配
偶
者
又
は
当
該
子
を
有
す
る
に
至

つ
た
日
の
属
す
る
月
の
翌
月
」
と
あ
る
の
は
「
国
民
年

金
法
等
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
（
平
成
二
十
二
年
法

律
第
二
十
七
号
）
の
施
行
の
日
の
属
す
る
月
」
と
、
第

五
条
の
規
定
に
よ
る
改
正
後
の
昭
和
六
十
年
改
正
法
附

則
第
八
十
七
条
第
六
項
中
「
当
該
配
偶
者
又
ハ
当
該
子

ヲ
有
ス
ル
ニ
至
リ
タ
ル
日
ノ
属
ス
ル
月
ノ
翌
月
」
と
あ

る
の
は「
国
民
年
金
法
等
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律（
平

成
二
十
二
年
法
律
第
二
十
七
号
）
ノ
施
行
ノ
日
ノ
属
ス

ル
月
」
と
す
る
。

（
政
令
へ
の
委
任
）

第
三
条

こ
の
附
則
に
定
め
る
も
の
の
ほ
か
、
こ
の
法
律

の
施
行
に
関
し
必
要
な
経
過
措
置
は
、政
令
で
定
め
る
。

内
閣
総
理
大
臣

鳩
山
由
紀
夫

総
務
大
臣

原
口

一
博

財
務
大
臣

菅

人

文
部
科
学
大
臣

川
端

達
夫

厚
生
労
働
大
臣

長
妻

昭

G
G
G
G
G
G
G
G
G
G
G
G

›



 

一 

 
 

 

国
民
年
金
法
等
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
案 

新
旧
対
照
表 

◎ 
国
民
年
金
法
（
昭
和
三
十
四
年
法
律
第
百
四
十
一
号
） 

抄 

（
第
一
条
関
係
） 

 

（
傍
線
部
分
は
改
正
部
分
） 

改 

正 

案 

現 
 

 

行 

第
三
十
三
条
の
二 

障
害
基
礎
年
金
の
額
は
、
受
給
権
者
に
よ
つ
て
生
計
を
維

持
し
て
い
る
そ
の
者
の
子
（
十
八
歳
に
達
す
る
日
以
後
の
最
初
の
三
月
三
十

一
日
ま
で
の
間
に
あ
る
子
及
び
二
十
歳
未
満
で
あ
つ
て
障
害
等
級
に
該
当
す

る
障
害
の
状
態
に
あ
る
子
に
限
る
。
）
が
あ
る
と
き
は
、
前
条
の
規
定
に
か
か

わ
ら
ず
、
同
条
に
定
め
る
額
に
そ
の
子
一
人
に
つ
き
そ
れ
ぞ
れ
七
万
四
千
九

百
円
に
改
定
率
（
第
二
十
七
条
の
三
及
び
第
二
十
七
条
の
五
の
規
定
の
適
用

が
な
い
も
の
と
し
て
改
定
し
た
改
定
率
と
す
る
。
以
下
こ
の
項
に
お
い
て
同

じ
。
）
を
乗
じ
て
得
た
額
（
そ
の
う
ち
二
人
ま
で
に
つ
い
て
は
、
そ
れ
ぞ
れ
二

十
二
万
四
千
七
百
円
に
改
定
率
を
乗
じ
て
得
た
額
と
し
、
そ
れ
ら
の
額
に
五

十
円
未
満
の
端
数
が
生
じ
た
と
き
は
、
こ
れ
を
切
り
捨
て
、
五
十
円
以
上
百

円
未
満
の
端
数
が
生
じ
た
と
き
は
、
こ
れ
を
百
円
に
切
り
上
げ
る
も
の
と
す

る
。
）
を
加
算
し
た
額
と
す
る
。 

２ 

受
給
権
者
が
そ
の
権
利
を
取
得
し
た
日
の
翌
日
以
後
に
そ
の
者
に
よ
つ
て

生
計
を
維
持
し
て
い
る
そ
の
者
の
子
（
十
八
歳
に
達
す
る
日
以
後
の
最
初
の

三
月
三
十
一
日
ま
で
の
間
に
あ
る
子
及
び
二
十
歳
未
満
で
あ
つ
て
障
害
等
級

に
該
当
す
る
障
害
の
状
態
に
あ
る
子
に
限
る
。
）
を
有
す
る
に
至
つ
た
こ
と
に

第
三
十
三
条
の
二 

障
害
基
礎
年
金
の
額
は
、
受
給
権
者
が
そ
の
権
利
を
取
得

し
た
当
時
そ
の
者
に
よ
つ
て
生
計
を
維
持
し
て
い
た
そ
の
者
の
子
（
十
八
歳

に
達
す
る
日
以
後
の
最
初
の
三
月
三
十
一
日
ま
で
の
間
に
あ
る
子
及
び
二
十

歳
未
満
で
あ
つ
て
障
害
等
級
に
該
当
す
る
障
害
の
状
態
に
あ
る
子
に
限
る
。
）

が
あ
る
と
き
は
、
前
条
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
同
条
に
定
め
る
額
に
そ
の

子
一
人
に
つ
き
そ
れ
ぞ
れ
七
万
四
千
九
百
円
に
改
定
率
（
第
二
十
七
条
の
三

及
び
第
二
十
七
条
の
五
の
規
定
の
適
用
が
な
い
も
の
と
し
て
改
定
し
た
改
定

率
と
す
る
。
以
下
こ
の
項
に
お
い
て
同
じ
。
）
を
乗
じ
て
得
た
額
（
そ
の
う
ち

二
人
ま
で
に
つ
い
て
は
、
そ
れ
ぞ
れ
二
十
二
万
四
千
七
百
円
に
改
定
率
を
乗

じ
て
得
た
額
と
し
、
そ
れ
ら
の
額
に
五
十
円
未
満
の
端
数
が
生
じ
た
と
き
は
、

こ
れ
を
切
り
捨
て
、
五
十
円
以
上
百
円
未
満
の
端
数
が
生
じ
た
と
き
は
、
こ

れ
を
百
円
に
切
り
上
げ
る
も
の
と
す
る
。
）
を
加
算
し
た
額
と
す
る
。 

２ 
受
給
権
者
が
そ
の
権
利
を
取
得
し
た
当
時
胎
児
で
あ
つ
た
子
が
生
ま
れ
た

と
き
は
、
前
項
の
規
定
の
適
用
に
つ
い
て
は
、
そ
の
子
は
、
受
給
権
者
が
そ

の
権
利
を
取
得
し
た
当
時
そ
の
者
に
よ
つ
て
生
計
を
維
持
し
て
い
た
子
と
み

な
し
、
そ
の
生
ま
れ
た
日
の
属
す
る
月
の
翌
月
か
ら
、
障
害
基
礎
年
金
の
額



  

二 

よ
り
、
前
項
の
規
定
に
よ
り
そ
の
額
を
加
算
す
る
こ
と
と
な
つ
た
と
き
は
、

当
該
子
を
有
す
る
に
至
つ
た
日
の
属
す
る
月
の
翌
月
か
ら
、
障
害
基
礎
年
金

の
額
を
改
定
す
る
。 

３ 

（
略
） 

４ 

第
一
項
又
は
前
項
第
二
号
の
規
定
の
適
用
上
、
障
害
基
礎
年
金
の
受
給
権

者
に
よ
つ
て
生
計
を
維
持
し
て
い
る
こ
と
又
は
そ
の
者
に
よ
る
生
計
維
持
の

状
態
が
や
ん
だ
こ
と
の
認
定
に
関
し
必
要
な
事
項
は
、
政
令
で
定
め
る
。 

 

を
改
定
す
る
。 

  

３ 

（
略
） 

４ 

第
一
項
又
は
前
項
第
二
号
の
規
定
の
適
用
上
、
障
害
基
礎
年
金
の
受
給
権

者
に
よ
つ
て
生
計
を
維
持
し
て
い
た
こ
と
又
は
そ
の
者
に
よ
る
生
計
維
持
の

状
態
が
や
ん
だ
こ
と
の
認
定
に
関
し
必
要
な
事
項
は
、
政
令
で
定
め
る
。 

  
 

 



 

三 

◎ 

厚
生
年
金
保
険
法
（
昭
和
二
十
九
年
法
律
第
百
十
五
号
） 

抄 
（
第
二
条
関
係
） 

（
傍
線
部
分
は
改
正
部
分
） 

改 

正 

案 

現 
 

 

行 

第
五
十
条
の
二 

障
害
の
程
度
が
障
害
等
級
の
一
級
又
は
二
級
に
該
当
す
る
者

に
支
給
す
る
障
害
厚
生
年
金
の
額
は
、
受
給
権
者
に
よ
つ
て
生
計
を
維
持
し

て
い
る
そ
の
者
の
六
十
五
歳
未
満
の
配
偶
者
が
あ
る
と
き
は
、
前
条
の
規
定

に
か
か
わ
ら
ず
、
同
条
に
定
め
る
額
に
加
給
年
金
額
を
加
算
し
た
額
と
す
る
。 

 

２ 

（
略
） 

３ 

受
給
権
者
が
そ
の
権
利
を
取
得
し
た
日
の
翌
日
以
後
に
そ
の
者
に
よ
つ
て

生
計
を
維
持
し
て
い
る
そ
の
者
の
六
十
五
歳
未
満
の
配
偶
者
を
有
す
る
に
至

つ
た
こ
と
に
よ
り
第
一
項
に
規
定
す
る
加
給
年
金
額
を
加
算
す
る
こ
と
と
な

つ
た
と
き
は
、
当
該
配
偶
者
を
有
す
る
に
至
つ
た
日
の
属
す
る
月
の
翌
月
か

ら
、
障
害
厚
生
年
金
の
額
を
改
定
す
る
。 

４ 

第
四
十
四
条
第
四
項
（
第
五
号
か
ら
第
十
号
ま
で
を
除
く
。
）
の
規
定
は
、

第
一
項
の
規
定
に
よ
り
そ
の
額
が
加
算
さ
れ
た
障
害
厚
生
年
金
に
つ
い
て
準

用
す
る
。 

５ 

第
一
項
又
は
前
項
に
お
い
て
準
用
す
る
第
四
十
四
条
第
四
項
第
二
号
の
規

定
の
適
用
上
、
障
害
厚
生
年
金
の
受
給
権
者
に
よ
つ
て
生
計
を
維
持
し
て
い

る
こ
と
又
は
そ
の
者
に
よ
る
生
計
維
持
の
状
態
が
や
ん
だ
こ
と
の
認
定
に
関

第
五
十
条
の
二 

障
害
の
程
度
が
障
害
等
級
の
一
級
又
は
二
級
に
該
当
す
る
者

に
支
給
す
る
障
害
厚
生
年
金
の
額
は
、
受
給
権
者
が
そ
の
権
利
を
取
得
し
た

当
時
そ
の
者
に
よ
つ
て
生
計
を
維
持
し
て
い
た
そ
の
者
の
六
十
五
歳
未
満
の

配
偶
者
が
あ
る
と
き
は
、
前
条
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
同
条
に
定
め
る
額

に
加
給
年
金
額
を
加
算
し
た
額
と
す
る
。 

２ 

（
略
） 

     

３ 

第
四
十
四
条
第
四
項
（
第
五
号
か
ら
第
十
号
ま
で
を
除
く
。
）
及
び
第
五
項

の
規
定
は
、
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
そ
の
額
が
加
算
さ
れ
た
障
害
厚
生
年
金

に
つ
い
て
準
用
す
る
。 

   



  

四 

し
必
要
な
事
項
は
、
政
令
で
定
め
る
。 

  

（
機
構
へ
の
厚
生
労
働
大
臣
の
権
限
に
係
る
事
務
の
委
任
） 

第
百
条
の
四 
次
に
掲
げ
る
厚
生
労
働
大
臣
の
権
限
に
係
る
事
務
は
、
機
構
に

行
わ
せ
る
も
の
と
す
る
。
た
だ
し
、
第
三
十
二
号
か
ら
第
三
十
四
号
ま
で
及

び
第
三
十
六
号
か
ら
第
三
十
八
号
ま
で
に
掲
げ
る
権
限
は
、
厚
生
労
働
大
臣

が
自
ら
行
う
こ
と
を
妨
げ
な
い
。 

 

一
～
十
二 

（
略
） 

 

十
三 

第
四
十
四
条
第
五
項
の
規
定
に
よ
る
認
定 

  

十
四
・
十
五 

（
略
） 

 

十
五
の
二 

第
五
十
条
の
二
第
五
項
の
規
定
に
よ
る
認
定 

 

十
六
～
四
十
二 

（
略
） 

２
～
７ 

（
略
） 

  

（
機
構
へ
の
事
務
の
委
託
） 

第
百
条
の
十 

厚
生
労
働
大
臣
は
、
機
構
に
、
次
に
掲
げ
る
事
務
を
行
わ
せ
る

も
の
と
す
る
。 

 

一
～
十
三 

（
略
） 

 

十
四 

第
五
十
条
の
二
第
三
項
、
同
条
第
四
項
に
お
い
て
準
用
す
る
第
四
十

四
条
第
四
項
、
第
五
十
二
条
第
一
項
及
び
第
五
十
二
条
の
二
の
規
定
に
よ

   
 

（
機
構
へ
の
厚
生
労
働
大
臣
の
権
限
に
係
る
事
務
の
委
任
） 

 

第
百
条
の
四 

次
に
掲
げ
る
厚
生
労
働
大
臣
の
権
限
に
係
る
事
務
は
、
機
構

に
行
わ
せ
る
も
の
と
す
る
。
た
だ
し
、
第
三
十
二
号
か
ら
第
三
十
四
号
ま
で

及
び
第
三
十
六
号
か
ら
第
三
十
八
号
ま
で
に
掲
げ
る
権
限
は
、
厚
生
労
働
大

臣
が
自
ら
行
う
こ
と
を
妨
げ
な
い
。 

 

一
～
十
二 

（
略
） 

 

十
三 

第
四
十
四
条
第
五
項
（
第
五
十
条
の
二
第
三
項
に
お
い
て
準
用
す
る

場
合
を
含
む
。
）
の
規
定
に
よ
る
認
定 

 

十
四
・
十
五 

（
略
） 

  

十
六
～
四
十
二 

（
略
） 

２
～
７ 

（
略
） 

  

（
機
構
へ
の
事
務
の
委
託
） 

第
百
条
の
十 

厚
生
労
働
大
臣
は
、
機
構
に
、
次
に
掲
げ
る
事
務
を
行
わ
せ
る

も
の
と
す
る
。 

 

一
～
十
三 

（
略
） 

 

十
四 

第
五
十
条
の
二
第
三
項
に
お
い
て
準
用
す
る
第
四
十
四
条
第
四
項
並

び
に
第
五
十
二
条
第
一
項
及
び
第
五
十
二
条
の
二
の
規
定
に
よ
る
障
害
厚



 

五 

る
障
害
厚
生
年
金
の
額
の
改
定
に
係
る
事
務
（
第
百
条
の
四
第
一
項
第
十

五
号
の
二
に
掲
げ
る
認
定
及
び
同
項
第
十
六
号
に
掲
げ
る
請
求
の
受
理
並

び
に
当
該
改
定
に
係
る
決
定
を
除
く
。
） 

 

十
五
～
三
十
九 

（
略
） 

２
・
３ 

（
略
） 

 

生
年
金
の
額
の
改
定
に
係
る
事
務
（
第
百
条
の
四
第
一
項
第
十
三
号
に
掲

げ
る
認
定
及
び
同
項
第
十
六
号
に
掲
げ
る
請
求
の
受
理
並
び
に
当
該
改
定

に
係
る
決
定
を
除
く
。
） 

 

十
五
～
三
十
九 

（
略
） 

２
・
３ 

（
略
） 

 
 

 



  

六 

◎ 

国
家
公
務
員
共
済
組
合
法
（
昭
和
三
十
三
年
法
律
第
百
二
十
八
号
） 

抄 
（
第
三
条
関
係
） 

（
傍
線
部
分
は
改
正
部
分
） 

改 

正 

案 

現 
 

 

行 

第
八
十
三
条 

障
害
の
程
度
が
障
害
等
級
の
一
級
又
は
二
級
に
該
当
す
る
者
に

支
給
す
る
障
害
共
済
年
金
の
額
は
、
当
該
障
害
共
済
年
金
の
受
給
権
者
に
よ

つ
て
生
計
を
維
持
し
て
い
る
そ
の
者
の
六
十
五
歳
未
満
の
配
偶
者
が
あ
る
と

き
は
、
前
条
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
同
条
の
規
定
に
よ
り
算
定
し
た
金
額

に
加
給
年
金
額
を
加
算
し
た
金
額
と
す
る
。 

 

２
・
３ 

（
略
） 

４ 

障
害
共
済
年
金
の
受
給
権
者
が
そ
の
権
利
を
取
得
し
た
日
の
翌
日
以
後
に

そ
の
者
に
よ
つ
て
生
計
を
維
持
し
て
い
る
そ
の
者
の
六
十
五
歳
未
満
の
配
偶

者
を
有
す
る
に
至
つ
た
こ
と
に
よ
り
第
一
項
に
規
定
す
る
加
給
年
金
額
を
加

算
す
る
こ
と
と
な
つ
た
と
き
は
、
障
害
共
済
年
金
の
額
を
改
定
す
る
。 

５ 

第
七
十
八
条
第
四
項
（
第
五
号
か
ら
第
十
号
ま
で
を
除
く
。
）
の
規
定
は
、

第
一
項
の
規
定
に
よ
り
加
給
年
金
額
が
加
算
さ
れ
た
障
害
共
済
年
金
に
つ
い

て
準
用
す
る
。 

 

第
八
十
三
条 

障
害
の
程
度
が
障
害
等
級
の
一
級
又
は
二
級
に
該
当
す
る
者
に

支
給
す
る
障
害
共
済
年
金
の
額
は
、
当
該
障
害
共
済
年
金
の
受
給
権
者
が
そ

の
権
利
を
取
得
し
た
当
時
そ
の
者
に
よ
つ
て
生
計
を
維
持
し
て
い
た
そ
の
者

の
六
十
五
歳
未
満
の
配
偶
者
が
あ
る
と
き
は
、
前
条
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、

同
条
の
規
定
に
よ
り
算
定
し
た
金
額
に
加
給
年
金
額
を
加
算
し
た
金
額
と
す

る
。 

２
・
３ 

（
略
） 

    

４ 

第
七
十
八
条
第
四
項
（
第
五
号
か
ら
第
十
号
ま
で
を
除
く
。
）
の
規
定
は
、

第
一
項
の
規
定
に
よ
り
加
給
年
金
額
が
加
算
さ
れ
た
障
害
共
済
年
金
に
つ
い

て
準
用
す
る
。 

 
 

 



 

七 

◎ 

地
方
公
務
員
等
共
済
組
合
法
（
昭
和
三
十
七
年
法
律
第
百
五
十
二
号
） 

抄 
（
第
四
条
関
係
） 

（
傍
線
部
分
は
改
正
部
分
） 

改 

正 

案 

現 
 

 

行 

第
八
十
八
条 

障
害
の
程
度
が
障
害
等
級
の
一
級
又
は
二
級
に
該
当
す
る
者
に

支
給
す
る
障
害
共
済
年
金
の
額
は
、
当
該
障
害
共
済
年
金
の
受
給
権
者
に
よ

つ
て
生
計
を
維
持
し
て
い
る
そ
の
者
の
六
十
五
歳
未
満
の
配
偶
者
が
あ
る
と

き
は
、
前
条
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
同
条
の
規
定
に
よ
り
算
定
し
た
金
額

に
加
給
年
金
額
を
加
算
し
た
金
額
と
す
る
。 

 

２
・
３ 

（
略
） 

４ 

障
害
共
済
年
金
の
受
給
権
者
が
そ
の
権
利
を
取
得
し
た
日
の
翌
日
以
後
に

そ
の
者
に
よ
つ
て
生
計
を
維
持
し
て
い
る
そ
の
者
の
六
十
五
歳
未
満
の
配
偶

者
を
有
す
る
に
至
つ
た
こ
と
に
よ
り
第
一
項
に
規
定
す
る
加
給
年
金
額
を
加

算
す
る
こ
と
と
な
つ
た
と
き
は
、
障
害
共
済
年
金
の
額
を
改
定
す
る
。 

５ 

第
八
十
条
第
四
項
（
第
五
号
か
ら
第
十
号
ま
で
を
除
く
。
）
の
規
定
は
、
第

一
項
の
規
定
に
よ
り
加
給
年
金
額
が
加
算
さ
れ
た
障
害
共
済
年
金
に
つ
い
て

準
用
す
る
。 

 

第
八
十
八
条 

障
害
の
程
度
が
障
害
等
級
の
一
級
又
は
二
級
に
該
当
す
る
者
に

支
給
す
る
障
害
共
済
年
金
の
額
は
、
当
該
障
害
共
済
年
金
の
受
給
権
者
が
そ

の
権
利
を
取
得
し
た
当
時
そ
の
者
に
よ
つ
て
生
計
を
維
持
し
て
い
た
そ
の
者

の
六
十
五
歳
未
満
の
配
偶
者
が
あ
る
と
き
は
、
前
条
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、

同
条
の
規
定
に
よ
り
算
定
し
た
金
額
に
加
給
年
金
額
を
加
算
し
た
金
額
と
す

る
。 

２
・
３ 

（
略
） 

    

４ 

第
八
十
条
第
四
項
（
第
五
号
か
ら
第
十
号
ま
で
を
除
く
。
）
の
規
定
は
、
第

一
項
の
規
定
に
よ
り
加
給
年
金
額
が
加
算
さ
れ
た
障
害
共
済
年
金
に
つ
い
て

準
用
す
る
。 

 
 

 



  

八 

◎ 

国
民
年
金
法
等
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
（
昭
和
六
十
年
法
律
第
三
十
四
号
） 

抄 
（
第
五
条
関
係
） 

（
傍
線
部
分
は
改
正
部
分
） 

改 

正 

案 

現 
 

 

行 

 
 

 

附 

則 

 

（
旧
国
民
年
金
法
に
よ
る
給
付
） 

第
三
十
二
条 

（
略
） 

２
～
４ 

（
略
） 

５ 

国
民
年
金
法
第
三
十
三
条
及
び
第
三
十
三
条
の
二
の
規
定
は
、
第
一
項
に

規
定
す
る
年
金
た
る
給
付
の
う
ち
障
害
年
金
に
つ
い
て
準
用
す
る
。 

   

６
～
13 

（
略
） 

  

（
老
齢
厚
生
年
金
の
加
給
年
金
額
等
の
特
例
） 

第
六
十
条 

老
齢
厚
生
年
金
及
び
障
害
厚
生
年
金
の
受
給
権
者
の
配
偶
者
が
大

正
十
五
年
四
月
一
日
以
前
に
生
ま
れ
た
者
で
あ
る
場
合
に
お
い
て
は
、
厚
生

年
金
保
険
法
第
四
十
四
条
第
一
項
（
同
法
附
則
第
九
条
の
二
第
三
項
、
第
九

条
の
三
第
二
項
及
び
第
四
項
（
同
条
第
五
項
に
お
い
て
そ
の
例
に
よ
る
場
合

を
含
む
。
）
並
び
に
第
九
条
の
四
第
三
項
及
び
第
五
項
（
同
条
第
六
項
に
お
い

 
 

 

附 

則 

 

（
旧
国
民
年
金
法
に
よ
る
給
付
） 

第
三
十
二
条 

（
略
） 

２
～
４ 

（
略
） 

５ 

国
民
年
金
法
第
三
十
三
条
及
び
第
三
十
三
条
の
二
の
規
定
は
、
第
一
項
に

規
定
す
る
年
金
た
る
給
付
の
う
ち
障
害
年
金
に
つ
い
て
準
用
す
る
。
こ
の
場

合
に
お
い
て
、
同
条
第
一
項
中
「
受
給
権
者
が
そ
の
権
利
を
取
得
し
た
当
時
」

と
あ
る
の
は
、
「
昭
和
六
十
一
年
四
月
一
日
に
お
い
て
」
と
読
み
替
え
る
も
の

と
す
る
。 

６
～
13 

（
略
） 

  

（
老
齢
厚
生
年
金
の
加
給
年
金
額
等
の
特
例
） 

第
六
十
条 

老
齢
厚
生
年
金
及
び
障
害
厚
生
年
金
の
受
給
権
者
の
配
偶
者
が
大

正
十
五
年
四
月
一
日
以
前
に
生
ま
れ
た
者
で
あ
る
場
合
に
お
い
て
は
、
厚
生

年
金
保
険
法
第
四
十
四
条
第
一
項
（
同
法
附
則
第
九
条
の
二
第
三
項
、
第
九

条
の
三
第
二
項
及
び
第
四
項
（
同
条
第
五
項
に
お
い
て
そ
の
例
に
よ
る
場
合

を
含
む
。
）
並
び
に
第
九
条
の
四
第
三
項
及
び
第
五
項
（
同
条
第
六
項
に
お
い



 

九 

て
そ
の
例
に
よ
る
場
合
を
含
む
。
）
並
び
に
平
成
六
年
改
正
法
附
則
第
十
八
条

第
三
項
、
第
十
九
条
第
三
項
及
び
第
五
項
、
第
二
十
条
第
三
項
及
び
第
五
項

並
び
に
第
二
十
七
条
第
十
三
項
及
び
第
十
四
項
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を

含
む
。
）
、
同
法
第
五
十
条
の
二
第
一
項
及
び
第
三
項
並
び
に
国
民
年
金
法
等

の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
（
平
成
二
十
二
年
法
律
第 

 
 

号
）
附
則
第
二

条
第
二
項
中
「
六
十
五
歳
未
満
の
配
偶
者
」
と
あ
る
の
は
「
配
偶
者
」
と
し
、

厚
生
年
金
保
険
法
第
四
十
四
条
第
四
項
第
四
号
（
同
法
第
五
十
条
の
二
第
四

項
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。
）
の
規
定
は
適
用
し
な
い
。 

２ 

（
略
） 

 

第
七
十
八
条 

（
略
） 

２
～
４ 

（
略
） 

５ 

旧
厚
生
年
金
保
険
法
第
四
十
四
条
第
一
項
及
び
第
三
項
（
同
法
第
五
十
一

条
第
二
項
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。
）
の
規
定
は
同
法
に
よ
る
老
齢

年
金
及
び
障
害
年
金
に
つ
い
て
、
同
法
第
五
十
九
条
第
一
項
、
第
六
十
二
条

第
一
項
及
び
第
六
十
三
条
第
二
項
（
同
法
第
六
十
八
条
の
六
に
お
い
て
準
用

す
る
場
合
を
含
む
。
以
下
こ
の
項
に
お
い
て
同
じ
。
）
の
規
定
は
同
法
に
よ
る

遺
族
年
金
及
び
通
算
遺
族
年
金
に
つ
い
て
、
そ
れ
ぞ
れ
な
お
そ
の
効
力
を
有

す
る
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
同
法
第
四
十
四
条
第
一
項
及
び
同
条
第
三
項

第
七
号
中
「
十
八
歳
未
満
の
」
と
あ
る
の
は
「
十
八
歳
に
達
す
る
日
以
後
の

最
初
の
三
月
三
十
一
日
ま
で
の
間
に
あ
る
」
と
、
同
項
第
六
号
及
び
同
法
第

て
そ
の
例
に
よ
る
場
合
を
含
む
。
）
並
び
に
平
成
六
年
改
正
法
附
則
第
十
八
条

第
三
項
、
第
十
九
条
第
三
項
及
び
第
五
項
、
第
二
十
条
第
三
項
及
び
第
五
項

並
び
に
第
二
十
七
条
第
十
三
項
及
び
第
十
四
項
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を

含
む
。
）
及
び
同
法
第
五
十
条
の
二
第
一
項
中
「
六
十
五
歳
未
満
の
配
偶
者
」

と
あ
る
の
は
「
配
偶
者
」
と
し
、
同
法
第
四
十
四
条
第
四
項
第
四
号
（
同
法

第
五
十
条
の
二
第
三
項
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。
）
の
規
定
は
適
用

し
な
い
。 

 

２ 

（
略
） 

 

第
七
十
八
条 

（
略
） 

２
～
４ 

（
略
） 

５ 

旧
厚
生
年
金
保
険
法
第
四
十
四
条
第
一
項
及
び
第
三
項
（
同
法
第
五
十
一

条
第
二
項
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。
以
下
こ
の
項
に
お
い
て
同

じ
。
）
の
規
定
は
同
法
に
よ
る
老
齢
年
金
及
び
障
害
年
金
に
つ
い
て
、
同
法
第

五
十
九
条
第
一
項
、
第
六
十
二
条
第
一
項
及
び
第
六
十
三
条
第
二
項
（
同
法

第
六
十
八
条
の
六
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。
以
下
こ
の
項
に
お
い

て
同
じ
。
）
の
規
定
は
同
法
に
よ
る
遺
族
年
金
及
び
通
算
遺
族
年
金
に
つ
い

て
、
そ
れ
ぞ
れ
な
お
そ
の
効
力
を
有
す
る
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
同
法
第

四
十
四
条
第
一
項
及
び
同
条
第
三
項
第
七
号
中
「
十
八
歳
未
満
の
」
と
あ
る

の
は
「
十
八
歳
に
達
す
る
日
以
後
の
最
初
の
三
月
三
十
一
日
ま
で
の
間
に
あ



  

一

〇 

六
十
三
条
第
二
項
第
一
号
中
「
十
八
歳
に
達
し
た
」
と
あ
る
の
は
「
十
八
歳

に
達
し
た
日
以
後
の
最
初
の
三
月
三
十
一
日
が
終
了
し
た
」
と
、
同
法
第
五

十
一
条
第
二
項
に
お
い
て
準
用
す
る
同
法
第
四
十
四
条
第
一
項
中
「
受
給
権

者
が
そ
の
権
利
を
取
得
し
た
当
時
そ
の
者
」
と
あ
る
の
は
「
受
給
権
者
」
と
、

「
維
持
し
て
い
た
」
と
あ
る
の
は
「
維
持
し
て
い
る
」
と
、
「
十
八
歳
未
満
の
」

と
あ
る
の
は
「
十
八
歳
に
達
す
る
日
以
後
の
最
初
の
三
月
三
十
一
日
ま
で
の

間
に
あ
る
」
と
、
「
計
算
す
る
」
と
あ
る
の
は
「
計
算
す
る
も
の
と
し
、
受
給

権
者
が
そ
の
権
利
を
取
得
し
た
日
の
翌
日
以
後
に
そ
の
者
に
よ
つ
て
生
計
を

維
持
し
て
い
る
当
該
配
偶
者
又
は
当
該
子
を
有
す
る
に
至
つ
た
こ
と
に
よ
り

当
該
加
給
年
金
額
を
加
算
す
る
こ
と
と
な
つ
た
と
き
は
、
当
該
配
偶
者
又
は

当
該
子
を
有
す
る
に
至
つ
た
日
の
属
す
る
月
の
翌
月
か
ら
、
年
金
の
額
を
改

定
す
る
」
と
、
同
法
第
五
十
一
条
第
二
項
に
お
い
て
準
用
す
る
同
法
第
四
十

四
条
第
三
項
第
六
号
中
「
受
給
権
者
が
そ
の
権
利
を
取
得
し
た
当
時
か
ら
引

き
続
き
別
表
第
一
」
と
あ
る
の
は
「
別
表
第
一
」
と
、
「
十
八
歳
に
達
し
た
」

と
あ
る
の
は
「
十
八
歳
に
達
し
た
日
以
後
の
最
初
の
三
月
三
十
一
日
が
終
了

し
た
」
と
、
同
法
第
五
十
一
条
第
二
項
に
お
い
て
準
用
す
る
同
法
第
四
十
四

条
第
三
項
第
七
号
中
「
十
八
歳
未
満
の
」
と
あ
る
の
は
「
十
八
歳
に
達
す
る

日
以
後
の
最
初
の
三
月
三
十
一
日
ま
で
の
間
に
あ
る
」
と
、
同
法
第
五
十
九

条
第
一
項
第
二
号
及
び
第
六
十
三
条
第
二
項
第
二
号
中
「
十
八
歳
未
満
で
あ

る
」
と
あ
る
の
は
「
十
八
歳
に
達
す
る
日
以
後
の
最
初
の
三
月
三
十
一
日
ま

で
の
間
に
あ
る
」
と
読
み
替
え
る
も
の
と
す
る
。 

る
」
と
、
同
項
第
六
号
及
び
同
法
第
六
十
三
条
第
二
項
第
一
号
中
「
十
八
歳

に
達
し
た
」
と
あ
る
の
は
「
十
八
歳
に
達
し
た
日
以
後
の
最
初
の
三
月
三
十

一
日
が
終
了
し
た
」
と
、
同
法
第
五
十
九
条
第
一
項
第
二
号
及
び
第
六
十
三

条
第
二
項
第
二
号
中
「
十
八
歳
未
満
で
あ
る
」
と
あ
る
の
は
「
十
八
歳
に
達

す
る
日
以
後
の
最
初
の
三
月
三
十
一
日
ま
で
の
間
に
あ
る
」
と
読
み
替
え
る

も
の
と
す
る
。 

               



 

一

一 

６
～
12 

（
略
） 

 

第
八
十
七
条 

（
略
） 

２
～
５ 

（
略
） 

６ 

旧
船
員
保
険
法
第
三
十
六
条
第
一
項
の
規
定
は
同
法
に
よ
る
老
齢
年
金
に

つ
い
て
、
同
法
第
四
十
一
条
ノ
二
第
一
項
の
規
定
は
同
法
に
よ
る
障
害
年
金

に
つ
い
て
、
同
法
第
二
十
三
条
第
二
項
及
び
第
五
十
条
ノ
四
（
同
法
第
五
十

条
ノ
八
ノ
五
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。
以
下
こ
の
項
に
お
い
て
同

じ
。
）
の
規
定
は
同
法
に
よ
る
遺
族
年
金
及
び
通
算
遺
族
年
金
に
つ
い
て
、
そ

れ
ぞ
れ
な
お
そ
の
効
力
を
有
す
る
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
同
法
第
二
十
三

条
第
二
項
第
一
号
中
「
十
八
歳
以
上
ノ
子
又
ハ
孫
」
と
あ
る
の
は
「
子
又
ハ

孫
（
十
八
歳
ニ
達
シ
タ
ル
日
以
後
ノ
最
初
ノ
三
月
三
十
一
日
ガ
終
了
シ
タ
ル

モ
ノ
ニ
限
ル
）
」
と
、
同
項
第
三
号
中
「
十
八
歳
以
上
六
十
歳
未
満
ノ
兄
弟
姉

妹
」
と
あ
る
の
は
「
六
十
歳
未
満
ノ
兄
弟
姉
妹
（
十
八
歳
ニ
達
シ
タ
ル
日
以

後
ノ
最
初
ノ
三
月
三
十
一
日
ガ
終
了
シ
タ
ル
モ
ノ
ニ
限
ル
）
」
と
、
同
法
第
三

十
六
条
第
一
項
中
「
十
八
歳
未
満
ノ
」
と
あ
る
の
は
「
十
八
歳
ニ
達
ス
ル
日

以
後
ノ
最
初
ノ
三
月
三
十
一
日
迄
ノ
間
ニ
在
ル
」
と
、
「
十
八
歳
以
上
ト
」
と

あ
る
の
は
「
十
八
歳
ニ
達
シ
タ
ル
日
以
後
ノ
最
初
ノ
三
月
三
十
一
日
ガ
終
了

シ
タ
ル
ト
」
と
、
同
法
第
四
十
一
条
ノ
二
第
一
項
中
「
十
八
歳
未
満
ノ
」
と

あ
る
の
は
「
十
八
歳
ニ
達
ス
ル
日
以
後
ノ
最
初
ノ
三
月
三
十
一
日
迄
ノ
間
ニ

在
ル
」
と
、
「
支
給
ヲ
受
ク
ル
モ
ノ
ガ
障
害
ノ
状
態
ト
為
リ
タ
ル
当
時
其
ノ

６
～
12 

（
略
） 

 

第
八
十
七
条 

（
略
） 

２
～
５ 

（
略
） 

６ 

旧
船
員
保
険
法
第
三
十
六
条
第
一
項
の
規
定
は
同
法
に
よ
る
老
齢
年
金
に

つ
い
て
、
同
法
第
四
十
一
条
ノ
二
第
一
項
の
規
定
は
同
法
に
よ
る
障
害
年
金

に
つ
い
て
、
同
法
第
二
十
三
条
第
二
項
及
び
第
五
十
条
ノ
四
（
同
法
第
五
十

条
ノ
八
ノ
五
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。
以
下
こ
の
項
に
お
い
て
同

じ
。
）
の
規
定
は
同
法
に
よ
る
遺
族
年
金
及
び
通
算
遺
族
年
金
に
つ
い
て
、
そ

れ
ぞ
れ
な
お
そ
の
効
力
を
有
す
る
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
同
法
第
二
十
三

条
第
二
項
第
一
号
中
「
十
八
歳
以
上
ノ
子
又
ハ
孫
」
と
あ
る
の
は
「
子
又
ハ

孫
（
十
八
歳
ニ
達
シ
タ
ル
日
以
後
ノ
最
初
ノ
三
月
三
十
一
日
ガ
終
了
シ
タ
ル

モ
ノ
ニ
限
ル
）
」
と
、
同
項
第
三
号
中
「
十
八
歳
以
上
六
十
歳
未
満
ノ
兄
弟
姉

妹
」
と
あ
る
の
は
「
六
十
歳
未
満
ノ
兄
弟
姉
妹
（
十
八
歳
ニ
達
シ
タ
ル
日
以

後
ノ
最
初
ノ
三
月
三
十
一
日
ガ
終
了
シ
タ
ル
モ
ノ
ニ
限
ル
）
」
と
、
同
法
第
三

十
六
条
第
一
項
及
び
第
四
十
一
条
ノ
二
第
一
項
中
「
十
八
歳
未
満
ノ
」
と
あ

る
の
は
「
十
八
歳
ニ
達
ス
ル
日
以
後
ノ
最
初
ノ
三
月
三
十
一
日
迄
ノ
間
ニ
在

ル
」
と
、
「
十
八
歳
以
上
ト
」
と
あ
る
の
は
「
十
八
歳
ニ
達
シ
タ
ル
日
以
後
ノ

最
初
ノ
三
月
三
十
一
日
ガ
終
了
シ
タ
ル
ト
」
と
、
同
法
第
五
十
条
ノ
四
第
五

号
中
「
十
八
歳
ニ
達
シ
タ
ル
」
と
あ
る
の
は
「
十
八
歳
ニ
達
シ
タ
ル
日
以
後

ノ
最
初
ノ
三
月
三
十
一
日
ガ
終
了
シ
タ
ル
」
と
読
み
替
え
る
も
の
と
す
る
。 



  

一

二 

者
」
と
あ
る
の
は
「
支
給
ヲ
受
ク
ル
モ
ノ
」
と
、
「
維
持
シ
タ
ル
」
と
あ
る
の

は
「
維
持
ス
ル
」
と
、
「
金
額
ニ
加
給
ス
」
と
あ
る
の
は
「
金
額
ニ
加
給
シ
障

害
年
金
ノ
支
給
ヲ
受
ク
ル
者
ガ
障
害
ノ
状
態
ト
為
リ
タ
ル
日
ノ
翌
日
以
後
ニ

当
該
配
偶
者
又
ハ
当
該
子
ヲ
有
ス
ル
ニ
至
リ
タ
ル
ニ
因
リ
当
該
金
額
ヲ
加
給

ス
ル
コ
ト
ト
為
リ
タ
ル
ト
キ
ハ
当
該
配
偶
者
又
ハ
当
該
子
ヲ
有
ス
ル
ニ
至
リ

タ
ル
日
ノ
属
ス
ル
月
ノ
翌
月
ヨ
リ
障
害
年
金
ノ
額
ヲ
改
定
ス
」
と
、
「
障
害
年

金
ヲ
受
ク
ル
者
ガ
障
害
ノ
状
態
ト
為
リ
タ
ル
当
時
ヨ
リ
引
続
キ
別
表
第
四
下

欄
」
と
あ
る
の
は
「
別
表
第
四
下
欄
」
と
、
「
十
八
歳
以
上
ト
」
と
あ
る
の
は

「
十
八
歳
ニ
達
シ
タ
ル
日
以
後
ノ
最
初
ノ
三
月
三
十
一
日
ガ
終
了
シ
タ
ル

ト
」
と
、
同
法
第
五
十
条
ノ
四
第
五
号
中
「
十
八
歳
ニ
達
シ
タ
ル
」
と
あ
る

の
は
「
十
八
歳
ニ
達
シ
タ
ル
日
以
後
ノ
最
初
ノ
三
月
三
十
一
日
ガ
終
了
シ
タ

ル
」
と
読
み
替
え
る
も
の
と
す
る
。 

７
～
15 

（
略
） 

 

            

７
～
15 

（
略
） 

 
 

 



 

一

三 

◎ 

国
家
公
務
員
等
共
済
組
合
法
等
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
（
昭
和
六
十
年
法
律
第
百
五
号
） 

抄 
（
第
六
条
関
係
） 

（
傍
線
部
分
は
改
正
部
分
） 

改 

正 

案 

現 
 

 

行 

 
 

 

附 

則 

 

（
退
職
共
済
年
金
の
加
給
年
金
額
等
の
特
例
） 

第
十
七
条 

退
職
共
済
年
金
又
は
障
害
共
済
年
金
の
受
給
権
者
の
配
偶
者
が
大

正
十
五
年
四
月
一
日
以
前
に
生
ま
れ
た
者
で
あ
る
場
合
に
お
い
て
は
、
共
済

法
第
七
十
八
条
第
一
項
並
び
に
第
八
十
三
条
第
一
項
及
び
第
四
項
並
び
に
国

民
年
金
法
等
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
（
平
成
二
十
二
年
法
律
第 

 
 

号
）

附
則
第
二
条
第
三
項
中
「
六
十
五
歳
未
満
の
配
偶
者
」
と
あ
る
の
は
「
配
偶

者
」
と
し
て
こ
れ
ら
の
規
定
を
適
用
し
、
共
済
法
第
七
十
八
条
第
四
項
第
四

号
（
共
済
法
第
八
十
三
条
第
五
項
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。
）
の
規

定
は
、
適
用
し
な
い
。 

２ 

（
略
） 

 

 
 

 

附 

則 

 

（
退
職
共
済
年
金
の
加
給
年
金
額
等
の
特
例
） 

第
十
七
条 

退
職
共
済
年
金
又
は
障
害
共
済
年
金
の
受
給
権
者
の
配
偶
者
が
大

正
十
五
年
四
月
一
日
以
前
に
生
ま
れ
た
者
で
あ
る
場
合
に
お
い
て
は
、
共
済

法
第
七
十
八
条
第
一
項
及
び
第
八
十
三
条
第
一
項
中
「
六
十
五
歳
未
満
の
配

偶
者
」
と
あ
る
の
は
「
配
偶
者
」
と
し
て
こ
れ
ら
の
規
定
を
適
用
し
、
共
済

法
第
七
十
八
条
第
四
項
第
四
号
（
共
済
法
第
八
十
三
条
第
四
項
に
お
い
て
準

用
す
る
場
合
を
含
む
。
）
の
規
定
は
、
適
用
し
な
い
。 

  

２ 

（
略
） 

 
 

 



  

一

四 

◎ 

地
方
公
務
員
等
共
済
組
合
法
等
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
（
昭
和
六
十
年
法
律
第
百
八
号
） 

抄 
（
第
七
条
関
係
） 

（
傍
線
部
分
は
改
正
部
分
） 

改 

正 

案 

現 
 

 

行 

 
 

 

附 

則 

 

（
退
職
共
済
年
金
の
加
給
年
金
額
等
の
特
例
） 

第
十
七
条 

退
職
共
済
年
金
又
は
障
害
共
済
年
金
の
受
給
権
者
の
配
偶
者
が
大

正
十
五
年
四
月
一
日
以
前
に
生
ま
れ
た
者
で
あ
る
場
合
に
お
い
て
は
、
新
共

済
法
第
八
十
条
第
一
項
（
新
共
済
法
附
則
第
二
十
条
の
二
第
三
項
、
附
則
第

二
十
条
の
三
第
二
項
及
び
第
五
項
、
附
則
第
二
十
五
条
の
二
第
三
項
、
附
則

第
二
十
五
条
の
三
第
三
項
及
び
第
六
項
、
附
則
第
二
十
五
条
の
四
第
三
項
及

び
第
六
項
、
附
則
第
二
十
五
条
の
六
第
七
項
及
び
第
九
項
並
び
に
附
則
第
二

十
六
条
第
六
項
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。
次
項
に
お
い
て
同
じ
。
）

並
び
に
第
八
十
八
条
第
一
項
及
び
第
四
項
並
び
に
国
民
年
金
法
等
の
一
部
を

改
正
す
る
法
律
（
平
成
二
十
二
年
法
律
第 

 
 

号
）
附
則
第
二
条
第
四
項

中
「
六
十
五
歳
未
満
の
配
偶
者
」
と
あ
る
の
は
、
「
配
偶
者
」
と
し
て
こ
れ
ら

の
規
定
を
適
用
し
、
新
共
済
法
第
八
十
条
第
四
項
第
四
号
（
新
共
済
法
第
八

十
八
条
第
五
項
又
は
附
則
第
二
十
条
の
二
第
三
項
、
附
則
第
二
十
条
の
三
第

二
項
及
び
第
五
項
、
附
則
第
二
十
五
条
の
二
第
三
項
、
附
則
第
二
十
五
条
の

三
第
三
項
及
び
第
六
項
、
附
則
第
二
十
五
条
の
四
第
三
項
及
び
第
六
項
若
し

く
は
附
則
第
二
十
五
条
の
六
第
七
項
及
び
第
九
項
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合

 
 

 

附 

則 

 

（
退
職
共
済
年
金
の
加
給
年
金
額
等
の
特
例
） 

第
十
七
条 

退
職
共
済
年
金
又
は
障
害
共
済
年
金
の
受
給
権
者
の
配
偶
者
が
大

正
十
五
年
四
月
一
日
以
前
に
生
ま
れ
た
者
で
あ
る
場
合
に
お
い
て
は
、
新
共

済
法
第
八
十
条
第
一
項
（
新
共
済
法
附
則
第
二
十
条
の
二
第
三
項
、
附
則
第

二
十
条
の
三
第
二
項
及
び
第
五
項
、
附
則
第
二
十
五
条
の
二
第
三
項
、
附
則

第
二
十
五
条
の
三
第
三
項
及
び
第
六
項
、
附
則
第
二
十
五
条
の
四
第
三
項
及

び
第
六
項
、
附
則
第
二
十
五
条
の
六
第
七
項
及
び
第
九
項
並
び
に
附
則
第
二

十
六
条
第
六
項
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。
次
項
に
お
い
て
同
じ
。
）

及
び
第
八
十
八
条
第
一
項
中
「
六
十
五
歳
未
満
の
配
偶
者
」
と
あ
る
の
は
、

「
配
偶
者
」
と
し
て
こ
れ
ら
の
規
定
を
適
用
し
、
新
共
済
法
第
八
十
条
第
四

項
第
四
号
（
新
共
済
法
第
八
十
八
条
第
四
項
又
は
附
則
第
二
十
条
の
二
第
三

項
、
附
則
第
二
十
条
の
三
第
二
項
及
び
第
五
項
、
附
則
第
二
十
五
条
の
二
第

三
項
、
附
則
第
二
十
五
条
の
三
第
三
項
及
び
第
六
項
、
附
則
第
二
十
五
条
の

四
第
三
項
及
び
第
六
項
若
し
く
は
附
則
第
二
十
五
条
の
六
第
七
項
及
び
第
九

項
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。
）
の
規
定
は
、
適
用
し
な
い
。 

 



 

一

五 

を
含
む
。
）
の
規
定
は
、
適
用
し
な
い
。 

２ 
（
略
） 

 

 

２ 

（
略
） 
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国
民
年
金
法
等
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
の
施
行
に
伴
う
関
係
政
令
の
整
備
及
び
経
過
措
置
に
関
す
る
政
令
を
こ
こ

に
公
布
す
る
。

御

名

御

璽

平
成
二
十
二
年
九
月
八
日

内
閣
総
理
大
臣

菅

人

政
令
第
百
九
十
四
号

国
民
年
金
法
等
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
の
施
行
に
伴
う
関
係
政
令
の
整
備
及
び
経
過
措
置
に
関
す
る
政
令

内
閣
は
、
国
民
年
金
法
等
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
（
平
成
二
十
二
年
法
律
第
二
十
七
号
）
の
施
行
に
伴
い
、
並
び

に
同
法
附
則
第
三
条
及
び
関
係
法
律
の
規
定
に
基
づ
き
、
こ
の
政
令
を
制
定
す
る
。

目
次第

一
章

関
係
政
令
の
整
備
（
第
一
条
e

第
六
条
）

第
二
章

経
過
措
置
（
第
七
条
e

第
十
条
）

附
則

第
一
章

関
係
政
令
の
整
備

（
国
民
年
金
法
施
行
令
の
一
部
改
正
）

第
一
条

国
民
年
金
法
施
行
令
（
昭
和
三
十
四
年
政
令
第
百
八
十
四
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
四
条
の
七
第
一
項
中
「
が
そ
の
権
利
を
取
得
し
た
当
時
そ
の
者
」
を
削
り
、「
維
持
し
て
い
た
」
を
「
維
持
し
て

い
る
」
に
、「
同
じ
く
し
て
い
た
」
を
「
同
じ
く
す
る
」
に
改
め
、「
将
来
に
わ
た
つ
て
」
を
削
り
、同
条
第
二
項
中「
将

来
に
わ
た
つ
て
」
を
削
る
。

（
厚
生
年
金
保
険
法
施
行
令
の
一
部
改
正
）

第
二
条

厚
生
年
金
保
険
法
施
行
令
（
昭
和
二
十
九
年
政
令
第
百
十
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
三
条
の
五
第
四
項
中
「
維
持
し
て
い
た
」
を
「
維
持
し
て
い
る
」
に
改
め
、「
が
そ
の
権
利
を
取
得
し
た
当
時
そ

の
者
」
を
削
り
、「
同
じ
く
し
て
い
た
」
を
「
同
じ
く
す
る
」
に
改
め
、「
将
来
に
わ
た
つ
て
」を
削
り
、「
及
び
同
項
の
」

を
「
そ
の
他
こ
れ
に
準
ず
る
者
と
し
て
」
に
改
め
、
同
条
第
五
項
中
「
及
び
法
第
五
十
条
の
二
第
一
項
に
規
定
す
る

配
偶
者
」
及
び
「
及
び
障
害
厚
生
年
金
」
を
削
り
、「
法
第
四
十
四
条
第
四
項
第
二
号
」
を
「
同
条
第
四
項
第
二
号
」

に
改
め
、「
法
第
五
十
条
の
二
第
三
項
、」を
削
り
、
同
条
に
次
の
一
項
を
加
え
る
。

６

法
第
五
十
条
の
二
第
一
項
に
規
定
す
る
配
偶
者
が
、
当
該
障
害
厚
生
年
金
の
受
給
権
者
と
生
計
を
同
じ
く
す
る

者
で
あ
つ
て
第
一
項
の
厚
生
労
働
大
臣
の
定
め
る
金
額
以
上
の
収
入
を
有
す
る
と
認
め
ら
れ
る
者
以
外
の
も
の
そ

の
他
こ
れ
に
準
ず
る
者
と
し
て
第
四
項
の
厚
生
労
働
大
臣
が
定
め
る
者
で
な
く
な
つ
た
と
き
は
、
同
条
第
四
項
に

お
い
て
準
用
す
る
法
第
四
十
四
条
第
四
項
第
二
号
に
該
当
す
る
も
の
と
す
る
。

（
国
家
公
務
員
共
済
組
合
法
施
行
令
の
一
部
改
正
）

第
三
条

国
家
公
務
員
共
済
組
合
法
施
行
令
（
昭
和
三
十
三
年
政
令
第
二
百
七
号
）の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
十
一
条
の
七
の
七
中
「
第
十
一
条
の
七
の
三
の
」
を
「
第
十
一
条
の
七
の
三
第
一
項
及
び
第
三
項
の
」に
改
め
、

「
が
そ
の
権
利
を
取
得
し
た
当
時
そ
の
者
」
を
削
り
、「
維
持
し
て
い
た
」
を
「
維
持
し
て
い
る
」
に
、「
次
の
各
号
に

掲
げ
る
区
分
に
応
じ
当
該
各
号
に
定
め
る
当
時
」
と
あ
る
の
は
、「
そ
の
権
利
を
取
得
し
た
当
時
」
を
「
次
の
各
号
に

掲
げ
る
区
分
に
応
じ
当
該
各
号
に
定
め
る
当
時
そ
の
受
給
権
者
」
と
あ
る
の
は
「
そ
の
受
給
権
者
」
と
、「
共
に
し
て

い
た
」
と
あ
る
の
は
「
共
に
し
て
い
る
」
と
、「
将
来
に
わ
た
つ
て
有
す
る
」
と
あ
る
の
は
「
有
す
る
」
に
改
め
る
。

（
地
方
公
務
員
等
共
済
組
合
法
施
行
令
の
一
部
改
正
）

第
四
条

地
方
公
務
員
等
共
済
組
合
法
施
行
令
（
昭
和
三
十
七
年
政
令
第
三
百
五
十
二
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改

正
す
る
。

第
二
十
五
条
の
九
中
「
第
二
十
五
条
の
四
の
」
を
「
第
二
十
五
条
の
四
第
一
項
及
び
第
三
項
の
」
に
改
め
、「
が
そ

の
権
利
を
取
得
し
た
当
時
そ
の
者
」
を
削
り
、「
維
持
し
て
い
た
」
を
「
維
持
し
て
い
る
」
に
、「
次
の
各
号
に
掲
げ
る

退
職
共
済
年
金
の
区
分
に
応
じ
当
該
各
号
に
定
め
る
当
時
」
と
あ
る
の
は
、「
そ
の
権
利
を
取
得
し
た
当
時
」
を
「
次

の
各
号
に
掲
げ
る
退
職
共
済
年
金
の
区
分
に
応
じ
当
該
各
号
に
定
め
る
当
時
そ
の
者
」
と
あ
る
の
は
「
そ
の
者
」と
、

「
共
に
し
て
い
た
」
と
あ
る
の
は
「
共
に
し
て
い
る
」
と
、「
将
来
に
わ
た
つ
て
有
す
る
」
と
あ
る
の
は
「
有
す
る
」

に
改
め
る
。

™



第
十
四
条
第
一
項
の
表
第
四
十
二
条
第
一
項
第
一
号
、
第
二
項
第
一
号
及
び
第
五
項
の
項
の
次
に
次
の
よ
う
に
加

え
る
。第

四
十
三
条
第
一
項

が
そ
の
権
利
を
取
得
し
た

当
時
そ
の
者
に
よ
つ
て

に
よ
つ
て

維
持
し
て
い
た

維
持
し
て
い
る

と
す
る

と
し
、
受
給
権
者
が
そ
の
権
利
を
取
得
し
た
日
の
翌
日

以
後
に
そ
の
者
に
よ
つ
て
生
計
を
維
持
し
て
い
る
当
該

配
偶
者
を
有
す
る
に
至
つ
た
こ
と
に
よ
り
加
給
年
金
額

を
加
算
す
る
こ
と
と
な
つ
た
と
き
は
、
当
該
配
偶
者
を

有
す
る
に
至
つ
た
日
の
属
す
る
月
の
翌
月
か
ら
、
障
害

共
済
年
金
の
額
を
改
定
す
る

平成™™年 月Ÿ日 水曜日 第œš š号官 報

（
国
民
年
金
法
等
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
の
施
行
に
伴
う
経
過
措
置
に
関
す
る
政
令
の
一
部
改
正
）

第
五
条

国
民
年
金
法
等
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
の
施
行
に
伴
う
経
過
措
置
に
関
す
る
政
令
（
昭
和
六
十
一
年
政
令

第
五
十
四
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
百
二
十
四
条
第
六
項
中
「
、
第
四
項
又
は
第
五
項
」
を
「
又
は
前
項
」
に
改
め
る
。

（
厚
生
年
金
保
険
制
度
及
び
農
林
漁
業
団
体
職
員
共
済
組
合
制
度
の
統
合
を
図
る
た
め
の
農
林
漁
業
団
体
職
員
共
済

組
合
法
等
を
廃
止
す
る
等
の
法
律
の
施
行
に
伴
う
移
行
農
林
共
済
年
金
等
に
関
す
る
経
過
措
置
に
関
す
る
政
令
の
一

部
改
正
）

第
六
条

厚
生
年
金
保
険
制
度
及
び
農
林
漁
業
団
体
職
員
共
済
組
合
制
度
の
統
合
を
図
る
た
め
の
農
林
漁
業
団
体
職
員

共
済
組
合
法
等
を
廃
止
す
る
等
の
法
律
の
施
行
に
伴
う
移
行
農
林
共
済
年
金
等
に
関
す
る
経
過
措
置
に
関
す
る
政
令

（
平
成
十
四
年
政
令
第
四
十
四
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
十
四
条
第
十
項
中
「
規
定
は
、」の
下
に
「
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
読
み
替
え
ら
れ
た
」
を
、「
と
あ
る
の
は
、「
」

の
下
に
「
厚
生
年
金
保
険
制
度
及
び
農
林
漁
業
団
体
職
員
共
済
組
合
制
度
の
統
合
を
図
る
た
め
の
農
林
漁
業
団
体
職

員
共
済
組
合
法
等
を
廃
止
す
る
等
の
法
律
の
施
行
に
伴
う
移
行
農
林
共
済
年
金
等
に
関
す
る
経
過
措
置
に
関
す
る
政

令
（
平
成
十
四
年
政
令
第
四
十
四
号
）
第
十
四
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
読
み
替
え
ら
れ
た
」
を
加
え
る
。

第
二
章

経
過
措
置

（
老
齢
基
礎
年
金
の
額
の
加
算
等
に
関
す
る
経
過
措
置
）

第
七
条

国
民
年
金
法
（
昭
和
三
十
四
年
法
律
第
百
四
十
一
号
）
の
規
定
に
よ
る
老
齢
基
礎
年
金
（
以
下
単
に
「
老
齢

基
礎
年
金
」
と
い
う
。）の
額
は
、
当
該
老
齢
基
礎
年
金
の
受
給
権
者
（
次
条
第
一
項
に
該
当
す
る
者
を
除
く
。
以
下

「
老
齢
基
礎
年
金
受
給
権
者
」
と
い
う
。）が
、
大
正
十
五
年
四
月
二
日
か
ら
昭
和
二
十
一
年
四
月
一
日
ま
で
の
間
に

生
ま
れ
た
者
で
あ
っ
て
、
国
民
年
金
法
等
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
（
平
成
二
十
二
年
法
律
第
二
十
七
号
）
の
施
行

の
日
（
以
下
「
施
行
日
」
と
い
う
。）に
お
い
て
、
次
の
各
号
の
い
ず
れ
に
も
該
当
す
る
そ
の
者
の
配
偶
者
（
婚
姻
の

届
出
を
し
て
い
な
い
が
事
実
上
婚
姻
関
係
と
同
様
の
事
情
に
あ
る
者
を
含
む
。
以
下
同
じ
。）に
よ
っ
て
生
計
を
維
持

し
て
い
る
と
き
は
、
国
民
年
金
法
第
二
十
七
条
及
び
第
二
十
八
条
並
び
に
附
則
第
九
条
の
二
及
び
第
九
条
の
二
の
二

並
び
に
国
民
年
金
法
等
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
（
昭
和
六
十
年
法
律
第
三
十
四
号
。
以
下「
昭
和
六
十
年
改
正
法
」

と
い
う
。）附
則
第
十
七
条
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
こ
れ
ら
の
規
定
に
定
め
る
額
に
昭
和
六
十
年
改
正
法
附
則
第
十

四
条
第
一
項
に
規
定
す
る
加
算
額
を
加
算
し
た
額
と
す
る
。
た
だ
し
、
そ
の
者
が
同
項
た
だ
し
書
に
該
当
す
る
と
き

は
、
こ
の
限
り
で
な
い
。

一

施
行
日
に
お
い
て
現
に
厚
生
年
金
保
険
法
（
昭
和
二
十
九
年
法
律
第
百
十
五
号
）
の
規
定
に
よ
る
障
害
厚
生
年

金
又
は
国
民
年
金
法
第
五
条
第
一
項
第
二
号
か
ら
第
四
号
ま
で
に
掲
げ
る
法
律
に
よ
る
障
害
共
済
年
金
若
し
く
は

移
行
障
害
共
済
年
金
（
厚
生
年
金
保
険
制
度
及
び
農
林
漁
業
団
体
職
員
共
済
組
合
制
度
の
統
合
を
図
る
た
め
の
農

林
漁
業
団
体
職
員
共
済
組
合
法
等
を
廃
止
す
る
等
の
法
律
（
平
成
十
三
年
法
律
第
百
一
号
）
附
則
第
十
六
条
第
四

項
に
規
定
す
る
移
行
農
林
共
済
年
金
の
う
ち
障
害
共
済
年
金
を
い
う
。
以
下
同
じ
。）の
受
給
権
者
（
昭
和
六
十
年

改
正
法
附
則
第
十
四
条
第
一
項
第
一
号
に
規
定
す
る
老
齢
厚
生
年
金
又
は
退
職
共
済
年
金
の
受
給
権
者
（
当
該
老

齢
基
礎
年
金
受
給
権
者
が
六
十
五
歳
に
達
し
た
日
の
前
日
に
お
い
て
当
該
老
齢
基
礎
年
金
受
給
権
者
を
計
算
の
基

礎
と
す
る
加
給
年
金
額
が
加
算
さ
れ
て
い
る
者
に
限
る
。）を
除
き
、
当
該
障
害
厚
生
年
金
又
は
当
該
障
害
共
済
年

金
若
し
く
は
当
該
移
行
障
害
共
済
年
金
と
同
一
の
支
給
事
由
に
基
づ
く
国
民
年
金
法
の
規
定
に
よ
る
障
害
基
礎
年

金
の
受
給
権
を
有
す
る
者
に
限
る
。
次
条
第
一
項
第
一
号
に
お
い
て「
障
害
厚
生
年
金
等
の
受
給
権
者
」と
い
う
。）

で
あ
る
こ
と
。

二

当
該
老
齢
基
礎
年
金
受
給
権
者
の
配
偶
者
と
な
っ
た
日
が
、
当
該
障
害
厚
生
年
金
又
は
当
該
障
害
共
済
年
金
若

し
く
は
当
該
移
行
障
害
共
済
年
金
の
権
利
を
取
得
し
た
日
の
翌
日
か
ら
当
該
老
齢
基
礎
年
金
受
給
権
者
が
六
十
五

歳
に
達
し
た
日
の
前
日
ま
で
の
間
に
あ
る
こ
と
。

２

前
項
の
規
定
を
適
用
す
る
場
合
に
お
け
る
施
行
日
に
お
い
て
老
齢
基
礎
年
金
受
給
権
者
の
配
偶
者
に
よ
っ
て
生
計

を
維
持
し
て
い
る
こ
と
の
認
定
に
つ
い
て
は
、
国
民
年
金
法
等
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
の
施
行
に
伴
う
経
過
措
置

に
関
す
る
政
令
（
昭
和
六
十
一
年
政
令
第
五
十
四
号
。
次
条
第
四
項
に
お
い
て
「
昭
和
六
十
一
年
経
過
措
置
政
令
」

と
い
う
。）第
二
十
七
条
の
規
定
を
準
用
す
る
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
同
条
中
「
昭
和
六
十
年
改
正
法
附
則
第
十
四

条
第
一
項
及
び
第
二
項
、
第
十
五
条
第
一
項
及
び
第
二
項
並
び
に
第
十
八
条
第
二
項
及
び
第
三
項
に
規
定
す
る
老
齢

基
礎
年
金
の
受
給
権
者
が
そ
の
権
利
を
取
得
し
た
当
時
（
老
齢
基
礎
年
金
の
受
給
権
者
が
同
法
附
則
第
十
四
条
第
二

項
、
第
十
五
条
第
二
項
及
び
第
十
八
条
第
三
項
の
規
定
に
該
当
す
る
と
き
は
、
そ
の
者
の
配
偶
者
が
同
法
附
則
第
十

四
条
第
一
項
各
号
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
に
至
つ
た
当
時
。
以
下
こ
の
条
に
お
い
て
同
じ
。）同
項
各
号
の
い
ず
れ

か
に
該
当
す
る
者
」
と
あ
る
の
は
「
国
民
年
金
法
等
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
の
施
行
に
伴
う
関
係
政
令
の
整
備
及

び
経
過
措
置
に
関
す
る
政
令
（
平
成
二
十
二
年
政
令
第
百
九
十
四
号
）
第
七
条
第
一
項
に
規
定
す
る
老
齢
基
礎
年
金

受
給
権
者
が
国
民
年
金
法
等
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
（
平
成
二
十
二
年
法
律
第
二
十
七
号
）
の
施
行
の
日
（
以
下

こ
の
条
に
お
い
て
「
施
行
日
」
と
い
う
。）に
お
い
て
同
項
第
一
号
に
規
定
す
る
障
害
厚
生
年
金
等
の
受
給
権
者
」と
、

「
そ
の
権
利
を
取
得
し
た
当
時
同
項
各
号
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
者
」
と
あ
る
の
は
「
施
行
日
に
お
い
て
同
号
に

規
定
す
る
障
害
厚
生
年
金
等
の
受
給
権
者
」
と
読
み
替
え
る
も
の
と
す
る
。

３

第
一
項
の
加
算
を
開
始
す
べ
き
事
由
が
生
じ
た
場
合
に
お
け
る
老
齢
基
礎
年
金
の
額
の
改
定
は
、
施
行
日
の
属
す

る
月
か
ら
行
う
も
の
と
す
る
。

４

第
一
項
の
規
定
に
よ
り
そ
の
額
が
加
算
さ
れ
た
老
齢
基
礎
年
金
の
額
に
係
る
国
民
年
金
法
第
十
七
条
第
一
項
の
規

定
の
適
用
に
つ
い
て
は
、
当
分
の
間
、
同
項
中
「
年
金
給
付
の
額
に
」
と
あ
る
の
は
、「
年
金
給
付
の
額
（
国
民
年
金

法
等
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
の
施
行
に
伴
う
関
係
政
令
の
整
備
及
び
経
過
措
置
に
関
す
る
政
令
（
平
成
二
十
二
年

政
令
第
百
九
十
四
号
）
第
七
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
加
算
す
る
額
を
除
く
。）又
は
当
該
加
算
す
る
額
に
」と
す
る
。

第
八
条

大
正
十
五
年
四
月
二
日
か
ら
昭
和
二
十
一
年
四
月
一
日
ま
で
の
間
に
生
ま
れ
た
者
で
あ
っ
て
、
六
十
五
歳
に

達
し
た
日
に
お
い
て
、
国
民
年
金
法
第
五
条
第
二
項
に
規
定
す
る
保
険
料
納
付
済
期
間
（
昭
和
六
十
年
改
正
法
附
則

第
八
条
第
一
項
又
は
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
保
険
料
納
付
済
期
間
と
み
な
す
こ
と
と
さ
れ
た
も
の
を
含
み
、
同
条
第

四
項
に
規
定
す
る
も
の
を
除
く
。）及
び
国
民
年
金
法
第
五
条
第
三
項
に
規
定
す
る
保
険
料
免
除
期
間
（
昭
和
六
十
年

改
正
法
附
則
第
八
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
保
険
料
免
除
期
間
と
み
な
す
こ
と
と
さ
れ
た
も
の
を
含
み
、
国
民
年
金

法
第
九
十
条
の
三
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
納
付
す
る
こ
と
を
要
し
な
い
も
の
と
さ
れ
た
保
険
料
に
係
る
も
の
を
除

く
。）を
有
さ
ず
、
か
つ
、
昭
和
六
十
年
改
正
法
附
則
第
十
五
条
第
一
項
各
号
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
も
の
（
以
下

「
振
替
加
算
相
当
老
齢
基
礎
年
金
受
給
権
者
」
と
い
う
。）が
、
施
行
日
に
お
い
て
、
次
の
各
号
の
い
ず
れ
に
も
該
当

す
る
そ
の
者
の
配
偶
者
に
よ
っ
て
生
計
を
維
持
し
て
い
る
と
き
は
、
国
民
年
金
法
第
二
十
六
条
に
定
め
る
老
齢
基
礎

年
金
の
支
給
要
件
に
該
当
す
る
も
の
と
み
な
し
て
、
そ
の
者
に
老
齢
基
礎
年
金
を
支
給
す
る
。
た
だ
し
、
そ
の
者
が

昭
和
六
十
年
改
正
法
附
則
第
十
四
条
第
一
項
た
だ
し
書
に
該
当
す
る
と
き
は
、
こ
の
限
り
で
な
い
。

一

施
行
日
に
お
い
て
現
に
障
害
厚
生
年
金
等
の
受
給
権
者
で
あ
る
こ
と
。

二

当
該
振
替
加
算
相
当
老
齢
基
礎
年
金
受
給
権
者
の
配
偶
者
と
な
っ
た
日
が
、
厚
生
年
金
保
険
法
の
規
定
に
よ
る

障
害
厚
生
年
金
又
は
国
民
年
金
法
第
五
条
第
一
項
第
二
号
か
ら
第
四
号
ま
で
に
掲
げ
る
法
律
に
よ
る
障
害
共
済
年

金
若
し
く
は
移
行
障
害
共
済
年
金
の
権
利
を
取
得
し
た
日
の
翌
日
か
ら
当
該
振
替
加
算
相
当
老
齢
基
礎
年
金
受
給

権
者
が
六
十
五
歳
に
達
し
た
日
の
前
日
ま
で
の
間
に
あ
る
こ
と
。

š
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２

前
項
の
規
定
に
よ
る
老
齢
基
礎
年
金
の
額
は
、
国
民
年
金
法
第
二
十
七
条
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
昭
和
六
十
年

改
正
法
附
則
第
十
四
条
第
一
項
に
規
定
す
る
加
算
額
に
相
当
す
る
額
と
す
る
。

３

国
民
年
金
法
第
二
十
八
条
の
規
定
は
、
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
支
給
す
る
老
齢
基
礎
年
金
に
つ
い
て
は
、
適
用
し

な
い
。

４

第
一
項
の
規
定
を
適
用
す
る
場
合
に
お
け
る
施
行
日
に
お
い
て
振
替
加
算
相
当
老
齢
基
礎
年
金
受
給
権
者
の
配
偶

者
に
よ
っ
て
生
計
を
維
持
し
て
い
る
こ
と
の
認
定
に
つ
い
て
は
、
昭
和
六
十
一
年
経
過
措
置
政
令
第
二
十
七
条
の
規

定
を
準
用
す
る
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
同
条
中
「
昭
和
六
十
年
改
正
法
附
則
第
十
四
条
第
一
項
及
び
第
二
項
、
第

十
五
条
第
一
項
及
び
第
二
項
並
び
に
第
十
八
条
第
二
項
及
び
第
三
項
に
規
定
す
る
老
齢
基
礎
年
金
の
受
給
権
者
が
そ

の
権
利
を
取
得
し
た
当
時
（
老
齢
基
礎
年
金
の
受
給
権
者
が
同
法
附
則
第
十
四
条
第
二
項
、
第
十
五
条
第
二
項
及
び

第
十
八
条
第
三
項
の
規
定
に
該
当
す
る
と
き
は
、
そ
の
者
の
配
偶
者
が
同
法
附
則
第
十
四
条
第
一
項
各
号
の
い
ず
れ

か
に
該
当
す
る
に
至
つ
た
当
時
。
以
下
こ
の
条
に
お
い
て
同
じ
。）同
項
各
号
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
者
」
と
あ
る

の
は
「
国
民
年
金
法
等
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
の
施
行
に
伴
う
関
係
政
令
の
整
備
及
び
経
過
措
置
に
関
す
る
政
令

（
平
成
二
十
二
年
政
令
第
百
九
十
四
号
）
第
八
条
第
一
項
に
規
定
す
る
振
替
加
算
相
当
老
齢
基
礎
年
金
受
給
権
者
が

国
民
年
金
法
等
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
（
平
成
二
十
二
年
法
律
第
二
十
七
号
）
の
施
行
の
日
（
以
下
こ
の
条
に
お

い
て
「
施
行
日
」
と
い
う
。）に
お
い
て
同
令
第
七
条
第
一
項
第
一
号
に
規
定
す
る
障
害
厚
生
年
金
等
の
受
給
権
者
」

と
、「
そ
の
権
利
を
取
得
し
た
当
時
同
項
各
号
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
者
」
と
あ
る
の
は
「
施
行
日
に
お
い
て
同
号

に
規
定
す
る
障
害
厚
生
年
金
等
の
受
給
権
者
」
と
読
み
替
え
る
も
の
と
す
る
。

５

第
一
項
の
規
定
に
よ
る
老
齢
基
礎
年
金
の
支
給
は
、
国
民
年
金
法
第
十
八
条
第
一
項
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
施

行
日
の
属
す
る
月
か
ら
始
め
る
も
の
と
す
る
。

第
九
条

第
七
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
そ
の
額
が
加
算
さ
れ
た
老
齢
基
礎
年
金
の
当
該
加
算
す
る
額
に
相
当
す
る
部

分
の
支
給
の
停
止
に
つ
い
て
は
、
昭
和
六
十
年
改
正
法
附
則
第
十
六
条
第
一
項
の
規
定
の
例
に
よ
る
。

２

前
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
老
齢
基
礎
年
金
の
支
給
の
停
止
に
つ
い
て
は
、
昭
和
六
十
年
改
正
法
附
則
第
十
六
条

第
二
項
の
規
定
の
例
に
よ
る
。

（
第
七
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
老
齢
基
礎
年
金
の
額
の
加
算
等
に
係
る
協
定
実
施
特
例
法
等
の
特
例
）

第
十
条

第
七
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
そ
の
額
が
加
算
さ
れ
た
老
齢
基
礎
年
金
の
当
該
加
算
す
る
額
に
相
当
す
る
部

分
及
び
第
八
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
老
齢
基
礎
年
金
の
う
ち
、
社
会
保
障
協
定
の
実
施
に
伴
う
厚
生
年
金
保
険
法

等
の
特
例
等
に
関
す
る
法
律
（
平
成
十
九
年
法
律
第
百
四
号
。
以
下
「
協
定
実
施
特
例
法
」
と
い
う
。）の
規
定
に
よ

り
支
給
す
る
厚
生
年
金
保
険
法
の
規
定
に
よ
る
障
害
厚
生
年
金
、
国
民
年
金
法
第
五
条
第
一
項
第
二
号
か
ら
第
四
号

ま
で
に
掲
げ
る
法
律
に
よ
る
障
害
共
済
年
金
又
は
移
行
障
害
共
済
年
金
（
社
会
保
障
協
定
の
実
施
に
伴
う
厚
生
年
金

保
険
法
等
の
特
例
等
に
関
す
る
政
令
（
平
成
十
九
年
政
令
第
三
百
四
十
七
号
。
以
下
「
協
定
実
施
特
例
政
令
」
と
い

う
。）附
則
第
四
条
の
規
定
に
基
づ
き
協
定
実
施
特
例
法
の
相
当
す
る
規
定
に
よ
り
支
給
す
る
給
付
と
み
な
さ
れ
る
も

の
に
限
る
。）の
受
給
権
者
の
配
偶
者
に
係
る
も
の
に
つ
い
て
は
、
協
定
実
施
特
例
法
第
十
一
条
第
二
項
に
規
定
す
る

老
齢
基
礎
年
金
の
振
替
加
算
等
と
み
な
し
て
、
協
定
実
施
特
例
法
及
び
協
定
実
施
特
例
政
令
の
規
定
を
適
用
す
る
。

こ
の
場
合
に
お
い
て
、
協
定
実
施
特
例
政
令
第
三
十
六
条
第
四
項
中
「
昭
和
六
十
年
国
民
年
金
等
改
正
法
附
則
第
十

四
条
第
一
項
た
だ
し
書
、第
十
五
条
第
一
項
た
だ
し
書
並
び
に
第
十
八
条
第
二
項
た
だ
し
書
及
び
第
三
項
た
だ
し
書
」

と
あ
る
の
は
「
国
民
年
金
法
等
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
の
施
行
に
伴
う
関
係
政
令
の
整
備
及
び
経
過
措
置
に
関
す

る
政
令
（
平
成
二
十
二
年
政
令
第
百
九
十
四
号
）第
七
条
第
一
項
た
だ
し
書
及
び
第
八
条
第
一
項
た
だ
し
書
」と
、「
昭

和
六
十
年
国
民
年
金
等
改
正
法
附
則
第
十
六
条
」
と
あ
る
の
は
「
同
令
第
九
条
」
と
す
る
。

附

則

こ
の
政
令
は
、
平
成
二
十
三
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

内
閣
総
理
大
臣

菅

人

総
務
大
臣

原
口

一
博

財
務
大
臣

野
田

佳
彦

文
部
科
学
大
臣

川
端

達
夫

厚
生
労
働
大
臣

長
妻

昭
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四
年
政
令
第
四
十
四
号
）
（
第
六
条
関
係
）

・
・
・
十
二
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国
民
年
金
法
等
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
の
施
行
に
伴
う
関
係
政
令
の
整
備
及
び
経
過
措
置
に
関
す
る
政
令
案

新
旧
対
照
条
文

◎

国
民
年
金
法
施
行
令
（
昭
和
三
十
四
年
政
令
第
百
八
十
四
号
）

抄

（
第
一
条
関
係
）

（
傍
線
部
分
は
改
正
部
分
）

改

正

案

現

行

（
障
害
基
礎
年
金
の
加
算
額
に
係
る
生
計
維
持
の
認
定
）

（
障
害
基
礎
年
金
の
加
算
額
に
係
る
生
計
維
持
の
認
定
）

第
四
条
の
七

法
第
三
十
三
条
の
二
第
一
項
に
規
定
す
る
障
害
基
礎
年
金
の
受
給
権

第
四
条
の
七

法
第
三
十
三
条
の
二
第
一
項
に
規
定
す
る
障
害
基
礎
年
金
の
受
給
権

者
に
よ
つ
て
生
計
を
維
持
し
て
い
る
子
は
、
当
該
障
害
基
礎
年
金
の
受
給
権
者
と

者
が
そ
の
権
利
を
取
得
し
た
当
時
そ
の
者
に
よ
つ
て
生
計
を
維
持
し
て
い
た
子
は

生
計
を
同
じ
く
す
る
者
で
あ
つ
て
厚
生
労
働
大
臣
の
定
め
る
金
額
以
上
の
収
入
を

、
当
該
障
害
基
礎
年
金
の
受
給
権
者
が
そ
の
権
利
を
取
得
し
た
当
時
そ
の
者
と
生

有
す
る
と
認
め
ら
れ
る
者
以
外
の
も
の
そ
の
他
こ
れ
に
準
ず
る
者
と
し
て
厚
生
労

計
を
同
じ
く
し
て
い
た
者
で
あ
つ
て
厚
生
労
働
大
臣
の
定
め
る
金
額
以
上
の
収
入

働
大
臣
が
定
め
る
者
と
す
る
。

を
将
来
に
わ
た
つ
て
有
す
る
と
認
め
ら
れ
る
者
以
外
の
も
の
そ
の
他
こ
れ
に
準
ず

る
者
と
し
て
厚
生
労
働
大
臣
が
定
め
る
者
と
す
る
。

２

法
第
三
十
三
条
の
二
第
一
項
に
規
定
す
る
子
が
、
当
該
障
害
基
礎
年
金
の
受
給

２

法
第
三
十
三
条
の
二
第
一
項
に
規
定
す
る
子
が
、
当
該
障
害
基
礎
年
金
の
受
給

権
者
と
生
計
を
同
じ
く
す
る
者
で
あ
つ
て
前
項
の
厚
生
労
働
大
臣
の
定
め
る
金
額

権
者
と
生
計
を
同
じ
く
す
る
者
で
あ
つ
て
前
項
の
厚
生
労
働
大
臣
の
定
め
る
金
額

以
上
の
収
入
を
有
す
る
と
認
め
ら
れ
る
者
以
外
の
も
の
そ
の
他
こ
れ
に
準
ず
る
者

以
上
の
収
入
を
将
来
に
わ
た
つ
て
有
す
る
と
認
め
ら
れ
る
者
以
外
の
も
の
そ
の
他

と
し
て
同
項
の
厚
生
労
働
大
臣
が
定
め
る
者
で
な
く
な
つ
た
と
き
は
、
同
条
第
三

こ
れ
に
準
ず
る
者
と
し
て
同
項
の
厚
生
労
働
大
臣
が
定
め
る
者
で
な
く
な
つ
た
と

項
第
二
号
に
該
当
す
る
も
の
と
す
る
。

き
は
、
同
条
第
三
項
第
二
号
に
該
当
す
る
も
の
と
す
る
。
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◎

厚
生
年
金
保
険
法
施
行
令
（
昭
和
二
十
九
年
政
令
第
百
十
号
）

抄

（
第
二
条
関
係
）

（
傍
線
部
分
は
改
正
部
分
）

改

正

案

現

行

（
老
齢
厚
生
年
金
等
の
加
給
年
金
額
に
係
る
生
計
維
持
の
認
定
）

（
老
齢
厚
生
年
金
等
の
加
給
年
金
額
に
係
る
生
計
維
持
の
認
定
）

第
三
条
の
五

（
略
）

第
三
条
の
五

法
第
四
十
四
条
第
一
項
（
法
附
則
第
九
条
の
二
第
三
項
、
第
九
条
の

三
第
二
項
及
び
第
四
項
（
同
条
第
五
項
に
お
い
て
そ
の
例
に
よ
る
場
合
を
含
む
。

）
並
び
に
第
九
条
の
四
第
三
項
及
び
第
五
項
（
同
条
第
六
項
に
お
い
て
そ
の
例
に

よ
る
場
合
を
含
む
。
）
並
び
に
国
民
年
金
法
等
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
（
平
成

六
年
法
律
第
九
十
五
号
。
以
下
「
平
成
六
年
改
正
法
」
と
い
う
。
）
附
則
第
十
八

条
第
三
項
、
第
十
九
条
第
三
項
及
び
第
五
項
、
第
二
十
条
第
三
項
及
び
第
五
項
、

第
二
十
七
条
第
十
三
項
及
び
第
十
四
項
並
び
に
第
三
十
一
条
第
三
項
の
規
定
に
よ

り
な
お
そ
の
効
力
を
有
す
る
も
の
と
さ
れ
た
平
成
六
年
改
正
法
第
三
条
の
規
定
に

よ
る
改
正
前
の
法
附
則
第
九
条
第
四
項
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。
以
下

こ
の
条
に
お
い
て
同
じ
。
）
に
規
定
す
る
老
齢
厚
生
年
金
の
受
給
権
者
に
よ
つ
て

生
計
を
維
持
し
て
い
た
配
偶
者
又
は
子
は
、
当
該
老
齢
厚
生
年
金
に
つ
い
て
次
の

各
号
に
掲
げ
る
区
分
に
応
じ
て
当
該
各
号
に
定
め
る
当
時
そ
の
受
給
権
者
と
生
計

を
同
じ
く
し
て
い
た
者
で
あ
つ
て
厚
生
労
働
大
臣
の
定
め
る
金
額
以
上
の
収
入
を

将
来
に
わ
た
つ
て
有
す
る
と
認
め
ら
れ
る
者
以
外
の
も
の
そ
の
他
こ
れ
に
準
ず
る

者
と
し
て
厚
生
労
働
大
臣
が
定
め
る
者
と
す
る
。

一
～
七

（
略
）

２
・
３

（
略
）

２
・
３

（
略
）

４

法
第
五
十
条
の
二
第
一
項
に
規
定
す
る
障
害
厚
生
年
金
の
受
給
権
者
に
よ
つ
て

４

法
第
五
十
条
の
二
第
一
項
に
規
定
す
る
障
害
厚
生
年
金
の
受
給
権
者
に
よ
つ
て

生
計
を
維
持
し
て
い
る
配
偶
者
は
、
当
該
障
害
厚
生
年
金
の
受
給
権
者
と
生
計
を

生
計
を
維
持
し
て
い
た
配
偶
者
は
、
当
該
障
害
厚
生
年
金
の
受
給
権
者
が
そ
の
権
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同
じ
く
す
る
者
で
あ
つ
て
第
一
項
の
厚
生
労
働
大
臣
の
定
め
る
金
額
以
上
の
収
入

利
を
取
得
し
た
当
時
そ
の
者
と
生
計
を
同
じ
く
し
て
い
た
者
で
あ
つ
て
第
一
項
の

を
有
す
る
と
認
め
ら
れ
る
者
以
外
の
も
の
そ
の
他
こ
れ
に
準
ず
る
者
と
し
て
厚
生

厚
生
労
働
大
臣
の
定
め
る
金
額
以
上
の
収
入
を
将
来
に
わ
た
つ
て
有
す
る
と
認
め

労
働
大
臣
が
定
め
る
者
と
す
る
。

ら
れ
る
者
以
外
の
も
の
及
び
同
項
の
厚
生
労
働
大
臣
が
定
め
る
者
と
す
る
。

５

法
第
四
十
四
条
第
一
項
に
規
定
す
る
配
偶
者
又
は
子
が
、
当
該
老
齢
厚
生
年
金

５

法
第
四
十
四
条
第
一
項
に
規
定
す
る
配
偶
者
又
は
子
及
び
法
第
五
十
条
の
二
第

の
受
給
権
者
と
生
計
を
同
じ
く
す
る
者
で
あ
つ
て
第
一
項
の
厚
生
労
働
大
臣
の
定

一
項
に
規
定
す
る
配
偶
者
が
、
当
該
老
齢
厚
生
年
金
及
び
障
害
厚
生
年
金
の
受
給

め
る
金
額
以
上
の
収
入
を
将
来
に
わ
た
つ
て
有
す
る
と
認
め
ら
れ
る
者
以
外
の
も

権
者
と
生
計
を
同
じ
く
す
る
者
で
あ
つ
て
第
一
項
の
厚
生
労
働
大
臣
の
定
め
る
金

の
そ
の
他
こ
れ
に
準
ず
る
者
と
し
て
同
項
の
厚
生
労
働
大
臣
が
定
め
る
者
で
な
く

額
以
上
の
収
入
を
将
来
に
わ
た
つ
て
有
す
る
と
認
め
ら
れ
る
者
以
外
の
も
の
そ
の

な
つ
た
と
き
は
、
同
条
第
四
項
第
二
号
（
法
附
則
第
九
条
の
二
第
三
項
、
第
九
条

他
こ
れ
に
準
ず
る
者
と
し
て
同
項
の
厚
生
労
働
大
臣
が
定
め
る
者
で
な
く
な
つ
た

の
三
第
二
項
及
び
第
四
項
（
同
条
第
五
項
に
お
い
て
そ
の
例
に
よ
る
場
合
を
含
む

と
き
は
、
法
第
四
十
四
条
第
四
項
第
二
号
（
法
第
五
十
条
の
二
第
三
項
、
法
附
則

。
）
並
び
に
第
九
条
の
四
第
三
項
及
び
第
五
項
（
同
条
第
六
項
に
お
い
て
そ
の
例

第
九
条
の
二
第
三
項
、
第
九
条
の
三
第
二
項
及
び
第
四
項
（
同
条
第
五
項
に
お
い

に
よ
る
場
合
を
含
む
。
）
並
び
に
平
成
六
年
改
正
法
附
則
第
十
八
条
第
三
項
、
第

て
そ
の
例
に
よ
る
場
合
を
含
む
。
）
並
び
に
第
九
条
の
四
第
三
項
及
び
第
五
項
（

十
九
条
第
三
項
及
び
第
五
項
、
第
二
十
条
第
三
項
及
び
第
五
項
、
第
二
十
七
条
第

同
条
第
六
項
に
お
い
て
そ
の
例
に
よ
る
場
合
を
含
む
。
）
並
び
に
平
成
六
年
改
正

十
三
項
及
び
第
十
四
項
並
び
に
第
三
十
一
条
第
三
項
の
規
定
に
よ
り
な
お
そ
の
効

法
附
則
第
十
八
条
第
三
項
、
第
十
九
条
第
三
項
及
び
第
五
項
、
第
二
十
条
第
三
項

力
を
有
す
る
も
の
と
さ
れ
た
平
成
六
年
改
正
法
第
三
条
の
規
定
に
よ
る
改
正
前
の

及
び
第
五
項
、
第
二
十
七
条
第
十
三
項
及
び
第
十
四
項
並
び
に
第
三
十
一
条
第
三

法
附
則
第
九
条
第
四
項
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。
）
に
該
当
す
る
も
の

項
の
規
定
に
よ
り
な
お
そ
の
効
力
を
有
す
る
も
の
と
さ
れ
た
平
成
六
年
改
正
法
第

と
す
る
。

三
条
の
規
定
に
よ
る
改
正
前
の
法
附
則
第
九
条
第
四
項
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合

を
含
む
。
）
に
該
当
す
る
も
の
と
す
る
。

６

法
第
五
十
条
の
二
第
一
項
に
規
定
す
る
配
偶
者
が
、
当
該
障
害
厚
生
年
金
の
受

給
権
者
と
生
計
を
同
じ
く
す
る
者
で
あ
つ
て
第
一
項
の
厚
生
労
働
大
臣
の
定
め
る

金
額
以
上
の
収
入
を
有
す
る
と
認
め
ら
れ
る
者
以
外
の
も
の
そ
の
他
こ
れ
に
準
ず

る
者
と
し
て
第
四
項
の
厚
生
労
働
大
臣
が
定
め
る
者
で
な
く
な
つ
た
と
き
は
、
同

条
第
四
項
に
お
い
て
準
用
す
る
法
第
四
十
四
条
第
四
項
第
二
号
に
該
当
す
る
も
の

と
す
る
。
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◎

国
家
公
務
員
共
済
組
合
法
施
行
令
（
昭
和
三
十
三
年
政
令
第
二
百
七
号
）

抄

（
第
三
条
関
係
）

（
傍
線
部
分
は
改
正
部
分
）

改

正

案

現

行

（
退
職
共
済
年
金
の
加
給
年
金
額
に
係
る
生
計
維
持
要
件
）

（
退
職
共
済
年
金
の
加
給
年
金
額
に
係
る
生
計
維
持
要
件
）

第
十
一
条
の
七
の
三

（
略
）

第
十
一
条
の
七
の
三

法
第
七
十
八
条
第
一
項
（
法
附
則
第
十
二
条
の
二
の
二
第
七

項
、
第
十
二
条
の
四
の
二
第
四
項
、
第
十
二
条
の
四
の
三
第
四
項
、
第
十
二
条
の

六
の
二
第
八
項
、
第
十
二
条
の
七
の
三
第
五
項
又
は
第
十
二
条
の
七
の
五
第
六
項

の
規
定
に
よ
り
読
み
替
え
て
適
用
す
る
場
合
を
含
む
。
次
項
に
お
い
て
同
じ
。
）

に
規
定
す
る
退
職
共
済
年
金
の
受
給
権
者
に
よ
つ
て
生
計
を
維
持
し
て
い
た
者
は

、
当
該
退
職
共
済
年
金
に
つ
い
て
次
の
各
号
に
掲
げ
る
区
分
に
応
じ
当
該
各
号
に

定
め
る
当
時
そ
の
受
給
権
者
と
生
計
を
共
に
し
て
い
た
者
の
う
ち
財
務
大
臣
の
定

め
る
金
額
以
上
の
収
入
を
将
来
に
わ
た
つ
て
有
す
る
と
認
め
ら
れ
る
者
以
外
の
も

の
そ
の
他
こ
れ
に
準
ず
る
者
と
し
て
財
務
大
臣
が
定
め
る
者
と
す
る
。

一
～
七

（
略
）

２
・
３

（
略
）

２

そ
の
額
の
算
定
に
つ
い
て
法
第
七
十
八
条
第
一
項
の
規
定
の
適
用
を
受
け
た
こ

と
が
あ
り
、
か
つ
、
そ
の
後
再
び
同
項
の
規
定
の
適
用
を
受
け
る
に
至
つ
た
退
職

共
済
年
金
の
受
給
権
者
に
つ
い
て
前
項
の
規
定
を
適
用
す
る
場
合
に
は
、
同
項
中

「
次
項
」
と
あ
る
の
は
「
以
下
こ
の
項
（
各
号
列
記
以
外
の
部
分
に
限
る
。
）
」

と
、
「
当
該
退
職
共
済
年
金
に
つ
い
て
次
の
各
号
に
掲
げ
る
区
分
」
と
あ
る
の
は

「
そ
の
額
の
算
定
に
つ
い
て
初
め
て
法
第
七
十
八
条
第
一
項
の
規
定
の
適
用
を
受

け
た
と
き
に
お
け
る
当
該
退
職
共
済
年
金
の
次
の
各
号
に
掲
げ
る
区
分
」
と
、
「

そ
の
受
給
権
者
」
と
あ
る
の
は
「
か
ら
引
き
続
き
そ
の
受
給
権
者
」
と
す
る
。

３

法
第
七
十
八
条
第
四
項
の
規
定
の
適
用
に
つ
い
て
は
、
配
偶
者
（
届
出
を
し
て
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い
な
い
が
、
事
実
上
婚
姻
関
係
と
同
様
の
事
情
に
あ
る
者
を
含
む
。
第
七
章
に
お

い
て
同
じ
。
）
又
は
子
が
第
一
項
の
規
定
に
該
当
す
る
者
で
な
く
な
つ
た
時
に
退

職
共
済
年
金
の
受
給
権
者
に
よ
つ
て
生
計
を
維
持
さ
れ
て
い
る
状
態
で
な
く
な
つ

た
も
の
と
す
る
。

（
障
害
共
済
年
金
の
加
給
年
金
額
に
係
る
生
計
維
持
要
件
）

（
障
害
共
済
年
金
の
加
給
年
金
額
に
係
る
生
計
維
持
要
件
）

第
十
一
条
の
七
の
七

第
十
一
条
の
七
の
三
第
一
項
及
び
第
三
項
の
規
定
は
、
法
第

第
十
一
条
の
七
の
七

第
十
一
条
の
七
の
三
の
規
定
は
、
法
第
八
十
三
条
第
一
項
に

八
十
三
条
第
一
項
に
規
定
す
る
障
害
共
済
年
金
の
受
給
権
者
に
よ
つ
て
生
計
を
維

規
定
す
る
障
害
共
済
年
金
の
受
給
権
者
が
そ
の
権
利
を
取
得
し
た
当
時
そ
の
者
に

持
し
て
い
る
者
に
つ
い
て
準
用
す
る
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
第
十
一
条
の
七
の

よ
つ
て
生
計
を
維
持
し
て
い
た
者
に
つ
い
て
準
用
す
る
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、

三
第
一
項
中
「
次
の
各
号
に
掲
げ
る
区
分
に
応
じ
当
該
各
号
に
定
め
る
当
時
そ
の

第
十
一
条
の
七
の
三
第
一
項
中
「
次
の
各
号
に
掲
げ
る
区
分
に
応
じ
当
該
各
号
に

受
給
権
者
」
と
あ
る
の
は
「
そ
の
受
給
権
者
」
と
、
「
共
に
し
て
い
た
」
と
あ
る

定
め
る
当
時
」
と
あ
る
の
は
、
「
そ
の
権
利
を
取
得
し
た
当
時
」
と
読
み
替
え
る

の
は
「
共
に
し
て
い
る
」
と
、
「
将
来
に
わ
た
つ
て
有
す
る
」
と
あ
る
の
は
「
有

も
の
と
す
る
。

す
る
」
と
読
み
替
え
る
も
の
と
す
る
。
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◎

地
方
公
務
員
等
共
済
組
合
法
施
行
令
（
昭
和
三
十
七
年
政
令
第
三
百
五
十
二
号
）

抄

（
第
四
条
関
係
）

（
傍
線
部
分
は
改
正
部
分
）

改

正

案

現

行

（
退
職
共
済
年
金
の
加
給
年
金
額
に
係
る
生
計
維
持
要
件
）

（
退
職
共
済
年
金
の
加
給
年
金
額
に
係
る
生
計
維
持
要
件
）

第
二
十
五
条
の
四

（
略
）

第
二
十
五
条
の
四

法
第
七
十
八
条
の
規
定
に
よ
る
退
職
共
済
年
金
、
法
附
則
第
十

八
条
の
二
第
三
項
の
規
定
に
よ
る
退
職
共
済
年
金
、
法
附
則
第
十
九
条
の
規
定
に

よ
る
退
職
共
済
年
金
、
法
附
則
第
二
十
四
条
の
二
第
三
項
の
規
定
に
よ
る
退
職
共

済
年
金
又
は
法
附
則
第
二
十
六
条
第
一
項
（
同
条
第
十
二
項
に
お
い
て
準
用
す
る

場
合
を
含
む
。
第
一
号
に
お
い
て
同
じ
。
）
か
ら
第
四
項
ま
で
の
規
定
に
よ
る
退

職
共
済
年
金
の
受
給
権
者
に
つ
い
て
法
第
八
十
条
第
一
項
（
法
附
則
第
二
十
条
の

二
第
三
項
、
附
則
第
二
十
条
の
三
第
二
項
及
び
第
五
項
、
附
則
第
二
十
五
条
の
二

第
三
項
、
附
則
第
二
十
五
条
の
三
第
三
項
及
び
第
六
項
、
附
則
第
二
十
五
条
の
四

第
三
項
及
び
第
六
項
、
附
則
第
二
十
五
条
の
六
第
七
項
及
び
第
九
項
並
び
に
附
則

第
二
十
六
条
第
六
項
（
同
条
第
十
二
項
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。
）
に

お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。
次
項
に
お
い
て
同
じ
。
）
の
規
定
を
適
用
す
る

場
合
に
お
け
る
当
該
退
職
共
済
年
金
の
受
給
権
者
に
よ
つ
て
生
計
を
維
持
し
て
い

た
者
は
、
当
該
退
職
共
済
年
金
の
受
給
権
者
に
つ
い
て
次
の
各
号
に
掲
げ
る
退
職

共
済
年
金
の
区
分
に
応
じ
当
該
各
号
に
定
め
る
当
時
そ
の
者
と
生
計
を
共
に
し
て

い
た
者
の
う
ち
総
務
大
臣
の
定
め
る
金
額
以
上
の
収
入
を
将
来
に
わ
た
つ
て
有
す

る
と
認
め
ら
れ
る
者
以
外
の
も
の
そ
の
他
こ
れ
に
準
ず
る
者
と
し
て
総
務
大
臣
が

定
め
る
者
と
す
る
。

一
～
七

（
略
）

２
・
３

（
略
）

２

そ
の
額
の
算
定
に
つ
い
て
法
第
八
十
条
第
一
項
の
規
定
の
適
用
を
受
け
た
こ
と



- 8 -

が
あ
り
、
か
つ
、
そ
の
後
再
び
同
項
の
規
定
の
適
用
を
受
け
る
に
至
つ
た
退
職
共

済
年
金
の
受
給
権
者
に
つ
い
て
前
項
の
規
定
を
適
用
す
る
場
合
に
は
、
同
項
中
「

次
項
」
と
あ
る
の
は
「
以
下
こ
の
項
」
と
、
「
当
該
退
職
共
済
年
金
の
受
給
権
者

に
つ
い
て
次
の
各
号
に
掲
げ
る
退
職
共
済
年
金
の
区
分
」
と
あ
る
の
は
「
そ
の
額

の
算
定
に
つ
い
て
初
め
て
法
第
八
十
条
第
一
項
の
規
定
の
適
用
を
受
け
た
と
き
に

お
け
る
当
該
退
職
共
済
年
金
の
次
の
各
号
に
掲
げ
る
区
分
」
と
、
「
そ
の
者
」
と

あ
る
の
は
「
か
ら
引
き
続
き
そ
の
受
給
権
者
」
と
す
る
。

３

法
第
八
十
条
第
四
項
（
法
附
則
第
二
十
条
の
二
第
三
項
、
附
則
第
二
十
条
の
三

第
二
項
及
び
第
五
項
、
附
則
第
二
十
五
条
の
二
第
三
項
、
附
則
第
二
十
五
条
の
三

第
三
項
及
び
第
六
項
、
附
則
第
二
十
五
条
の
四
第
三
項
及
び
第
六
項
、
附
則
第
二

十
五
条
の
六
第
七
項
及
び
第
九
項
並
び
に
附
則
第
二
十
六
条
第
六
項
（
同
条
第
十

二
項
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。
）
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。

）
の
規
定
の
適
用
に
つ
い
て
は
、
配
偶
者
（
届
出
を
し
て
い
な
い
が
、
事
実
上
婚

姻
関
係
と
同
様
の
事
情
に
あ
る
者
を
含
む
。
）
又
は
子
が
第
一
項
の
規
定
に
該
当

す
る
者
で
な
く
な
つ
た
時
に
退
職
共
済
年
金
の
受
給
権
者
に
よ
つ
て
生
計
を
維
持

さ
れ
て
い
る
状
態
で
な
く
な
つ
た
も
の
と
す
る
。

（
障
害
共
済
年
金
の
加
給
年
金
額
に
係
る
生
計
維
持
要
件
）

（
障
害
共
済
年
金
の
加
給
年
金
額
に
係
る
生
計
維
持
要
件
）

第
二
十
五
条
の
九

第
二
十
五
条
の
四
第
一
項
及
び
第
三
項
の
規
定
は
、
法
第
八
十

第
二
十
五
条
の
九

第
二
十
五
条
の
四
の
規
定
は
、
法
第
八
十
八
条
第
一
項
に
規
定

八
条
第
一
項
に
規
定
す
る
障
害
共
済
年
金
の
受
給
権
者
に
よ
つ
て
生
計
を
維
持
し

す
る
障
害
共
済
年
金
の
受
給
権
者
が
そ
の
権
利
を
取
得
し
た
当
時
そ
の
者
に
よ
つ

て
い
る
者
に
つ
い
て
準
用
す
る
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
第
二
十
五
条
の
四
第
一

て
生
計
を
維
持
し
て
い
た
者
に
つ
い
て
準
用
す
る
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
第
二

項
中
「
次
の
各
号
に
掲
げ
る
退
職
共
済
年
金
の
区
分
に
応
じ
当
該
各
号
に
定
め
る

十
五
条
の
四
第
一
項
中
「
次
の
各
号
に
掲
げ
る
退
職
共
済
年
金
の
区
分
に
応
じ
当

当
時
そ
の
者
」
と
あ
る
の
は
「
そ
の
者
」
と
、
「
共
に
し
て
い
た
」
と
あ
る
の
は

該
各
号
に
定
め
る
当
時
」
と
あ
る
の
は
、
「
そ
の
権
利
を
取
得
し
た
当
時
」
と
読

「
共
に
し
て
い
る
」
と
、
「
将
来
に
わ
た
つ
て
有
す
る
」
と
あ
る
の
は
「
有
す
る

み
替
え
る
も
の
と
す
る
。

」
と
読
み
替
え
る
も
の
と
す
る
。
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◎

国
民
年
金
法
等
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
の
施
行
に
伴
う
経
過
措
置
に
関
す
る
政
令
（
昭
和
六
十
一
年
政
令
第
五
十
四
号
）

抄

（
第
五
条
関
係
）

（
傍
線
部
分
は
改
正
部
分
）

改

正

案

現

行

（
指
定
共
済
組
合
が
支
給
す
る
年
金
た
る
給
付
の
取
扱
い
等
）

（
指
定
共
済
組
合
が
支
給
す
る
年
金
た
る
給
付
の
取
扱
い
等
）

第
百
二
十
四
条

（
略
）

第
百
二
十
四
条

昭
和
六
十
年
改
正
法
附
則
第
九
十
条
第
一
項
に
規
定
す
る
政
令
で

定
め
る
年
金
た
る
給
付
は
、
施
行
日
の
前
日
に
お
い
て
旧
厚
生
年
金
保
険
法
附
則

第
二
十
八
条
に
規
定
す
る
共
済
組
合
（
以
下
こ
の
条
及
び
次
条
に
お
い
て
「
指
定

共
済
組
合
」
と
い
う
。
）
が
支
給
す
る
年
金
た
る
給
付
で
あ
つ
て
、
次
に
掲
げ
る

も
の
と
す
る
。

一

退
職
を
支
給
事
由
と
す
る
年
金
た
る
給
付
（
当
該
給
付
の
受
給
権
者
の
昭
和

十
七
年
六
月
一
日
（
そ
の
者
が
女
子
で
あ
る
場
合
は
昭
和
十
九
年
十
月
一
日
）

以
後
の
指
定
共
済
組
合
の
組
合
員
で
あ
つ
た
期
間
（
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る

昭
和
十
七
年
六
月
一
日
か
ら
昭
和
十
九
年
九
月
三
十
日
ま
で
の
期
間
を
除
く
。

以
下
こ
の
条
に
お
い
て
「
組
合
員
で
あ
つ
た
期
間
」
と
い
う
。
）
に
つ
い
て
厚

生
年
金
保
険
の
被
保
険
者
期
間
の
計
算
の
例
に
よ
り
計
算
し
た
期
間
（
以
下
こ

の
条
に
お
い
て
「
組
合
員
期
間
」
と
い
う
。
）
が
旧
厚
生
年
金
保
険
法
第
四
十

二
条
第
一
項
第
一
号
又
は
第
二
号
に
規
定
す
る
期
間
以
上
で
あ
る
も
の
に
限
る

も
の
と
し
、
当
該
給
付
の
受
給
権
者
が
同
法
に
よ
る
年
金
た
る
保
険
給
付
（
老

齢
年
金
及
び
通
算
老
齢
年
金
を
除
く
。
）
又
は
旧
船
員
保
険
法
に
よ
る
年
金
た

る
保
険
給
付
の
受
給
権
者
で
あ
る
も
の
を
除
く
。
）

二

障
害
を
支
給
事
由
と
す
る
年
金
た
る
給
付
（
昭
和
十
七
年
六
月
一
日
以
後
に

発
し
た
傷
病
に
よ
る
障
害
に
係
る
年
金
た
る
給
付
で
あ
つ
て
、
当
該
給
付
の
受

給
権
者
の
そ
の
権
利
を
取
得
し
た
日
前
の
期
間
に
係
る
組
合
員
期
間
が
旧
厚
生
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年
金
保
険
法
に
よ
る
障
害
年
金
の
支
給
要
件
に
相
当
す
る
も
の
と
し
て
厚
生
労

働
省
令
で
定
め
る
期
間
以
上
で
あ
り
、
か
つ
、
当
該
給
付
の
受
給
権
者
が
施
行

日
の
前
日
に
お
い
て
同
法
別
表
第
一
に
定
め
る
程
度
の
障
害
の
状
態
に
あ
る
も

の
に
限
る
も
の
と
し
、
当
該
給
付
の
受
給
権
者
が
同
法
に
よ
る
年
金
た
る
保
険

給
付
又
は
旧
船
員
保
険
法
に
よ
る
年
金
た
る
保
険
給
付
の
受
給
権
者
で
あ
る
も

の
を
除
く
。
）

三

死
亡
を
支
給
事
由
と
す
る
年
金
た
る
給
付
（
昭
和
十
七
年
六
月
一
日
以
後
に

支
給
事
由
の
生
じ
た
年
金
た
る
給
付
で
あ
つ
て
、
旧
厚
生
年
金
保
険
法
に
よ
る

遺
族
年
金
の
支
給
要
件
に
相
当
す
る
も
の
と
し
て
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
要

件
に
該
当
す
る
も
の
に
限
る
も
の
と
し
、
当
該
給
付
の
受
給
権
者
が
同
法
に
よ

る
年
金
た
る
保
険
給
付
（
当
該
年
金
た
る
保
険
給
付
が
遺
族
年
金
（
同
法
第
五

十
八
条
第
一
項
第
一
号
に
該
当
す
る
こ
と
に
よ
り
支
給
さ
れ
る
も
の
に
限
る
。

）
又
は
通
算
遺
族
年
金
で
あ
つ
て
、
当
該
給
付
（
同
号
に
規
定
す
る
要
件
に
相

当
す
る
要
件
に
該
当
す
る
こ
と
に
よ
り
支
給
さ
れ
る
も
の
に
限
る
。
）
と
同
一

の
支
給
事
由
に
基
づ
く
も
の
を
除
く
。
）
又
は
旧
船
員
保
険
法
に
よ
る
年
金
た

る
保
険
給
付
の
受
給
権
者
で
あ
る
も
の
を
除
く
。
）

２
～
５

（
略
）

２

組
合
員
で
あ
つ
た
期
間
の
う
ち
前
項
各
号
に
掲
げ
る
給
付
の
額
の
計
算
の
基
礎

と
な
つ
た
期
間
は
、
厚
生
年
金
保
険
の
被
保
険
者
で
あ
つ
た
期
間
と
み
な
す
。

３

第
一
項
第
一
号
に
掲
げ
る
給
付
の
受
給
権
者
に
対
し
て
は
、
次
の
各
号
に
掲
げ

る
区
分
に
応
じ
て
、
そ
れ
ぞ
れ
当
該
各
号
に
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
旧
厚
生
年
金

保
険
法
に
よ
る
老
齢
年
金
を
支
給
す
る
。

一

旧
厚
生
年
金
保
険
法
に
よ
る
老
齢
年
金
の
受
給
権
者
で
あ
る
者

施
行
日
前

の
厚
生
年
金
保
険
の
被
保
険
者
で
あ
つ
た
期
間
（
前
項
の
規
定
に
よ
り
厚
生
年

金
保
険
の
被
保
険
者
で
あ
つ
た
期
間
と
み
な
さ
れ
た
期
間
を
含
む
。
第
五
項
第

一
号
に
お
い
て
同
じ
。
）
を
当
該
老
齢
年
金
の
額
の
計
算
の
基
礎
と
す
る
も
の

と
し
、
施
行
日
の
属
す
る
月
か
ら
、
当
該
老
齢
年
金
の
額
を
改
定
す
る
。
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二

前
号
に
該
当
す
る
者
以
外
の
者

旧
厚
生
年
金
保
険
法
に
よ
る
老
齢
年
金
を

支
給
す
る
。

４

第
一
項
第
二
号
に
掲
げ
る
給
付
の
受
給
権
者
に
対
し
て
は
、
旧
厚
生
年
金
保
険

法
に
よ
る
障
害
年
金
を
支
給
す
る
。

５

第
一
項
第
三
号
に
掲
げ
る
給
付
の
受
給
権
者
に
対
し
て
は
、
次
の
各
号
に
掲
げ

る
区
分
に
応
じ
て
、
そ
れ
ぞ
れ
当
該
各
号
に
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
旧
厚
生
年
金

保
険
法
に
よ
る
死
亡
を
支
給
事
由
と
す
る
年
金
た
る
保
険
給
付
を
支
給
す
る
。

一

昭
和
二
十
九
年
五
月
一
日
以
後
に
支
給
事
由
の
生
じ
た
遺
族
年
金
の
受
給
権

者
で
あ
つ
て
、
当
該
遺
族
年
金
と
同
一
の
支
給
事
由
に
基
づ
く
旧
厚
生
年
金
保

険
法
に
よ
る
遺
族
年
金
の
受
給
権
者
で
あ
る
者

施
行
日
前
の
厚
生
年
金
保
険

の
被
保
険
者
で
あ
つ
た
期
間
を
当
該
遺
族
年
金
の
額
の
計
算
の
基
礎
と
す
る
も

の
と
し
、
施
行
日
の
属
す
る
月
か
ら
、
同
法
に
よ
る
当
該
遺
族
年
金
の
額
を
改

定
す
る
。

二

昭
和
二
十
九
年
五
月
一
日
以
後
に
支
給
事
由
の
生
じ
た
遺
族
年
金
の
受
給
権

者
（
前
号
に
掲
げ
る
者
を
除
く
。
）

旧
厚
生
年
金
保
険
法
に
よ
る
遺
族
年
金

を
支
給
す
る
。

三

昭
和
二
十
九
年
五
月
一
日
前
に
支
給
事
由
の
生
じ
た
遺
族
年
金
の
受
給
権
者

旧
厚
生
年
金
保
険
法
附
則
第
十
六
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
つ
て
支
給
す
る
従

前
の
遺
族
年
金
の
例
に
よ
る
保
険
給
付
を
支
給
す
る
。

四

寡
婦
年
金
の
受
給
権
者

旧
厚
生
年
金
保
険
法
附
則
第
十
六
条
第
一
項
の
規

定
に
よ
つ
て
支
給
す
る
従
前
の
寡
婦
年
金
の
例
に
よ
る
保
険
給
付
を
支
給
す
る

。

６

第
三
項
（
第
一
号
を
除
く
。
）
又
は
前
項
（
第
一
号
を
除
く
。
）
の
規
定
に
よ

６

第
三
項
（
第
一
号
を
除
く
。
）
、
第
四
項
又
は
第
五
項
（
第
一
号
を
除
く
。
）

り
支
給
す
る
旧
厚
生
年
金
保
険
法
に
よ
る
年
金
た
る
保
険
給
付
の
加
給
年
金
額
、

の
規
定
に
よ
り
支
給
す
る
旧
厚
生
年
金
保
険
法
に
よ
る
年
金
た
る
保
険
給
付
の
加

加
給
金
又
は
同
法
第
六
十
二
条
の
二
の
規
定
に
よ
り
加
算
す
る
額
（
以
下
こ
の
項

給
年
金
額
、
加
給
金
又
は
同
法
第
六
十
二
条
の
二
の
規
定
に
よ
り
加
算
す
る
額
（

に
お
い
て
「
寡
婦
加
算
額
」
と
い
う
。
）
に
つ
い
て
は
、
施
行
日
の
前
日
に
お
い

以
下
こ
の
項
に
お
い
て
「
寡
婦
加
算
額
」
と
い
う
。
）
に
つ
い
て
は
、
施
行
日
の
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て
指
定
共
済
組
合
が
支
給
す
る
第
一
項
各
号
に
掲
げ
る
給
付
に
つ
い
て
加
給
年
金

前
日
に
お
い
て
指
定
共
済
組
合
が
支
給
す
る
第
一
項
各
号
に
掲
げ
る
給
付
に
つ
い

額
、
加
給
金
又
は
寡
婦
加
算
額
に
相
当
す
る
加
算
額
の
計
算
の
基
礎
と
さ
れ
て
い

て
加
給
年
金
額
、
加
給
金
又
は
寡
婦
加
算
額
に
相
当
す
る
加
算
額
の
計
算
の
基
礎

た
配
偶
者
、
子
又
は
妻
を
そ
の
計
算
の
基
礎
と
す
る
も
の
と
す
る
。

と
さ
れ
て
い
た
配
偶
者
、
子
又
は
妻
を
そ
の
計
算
の
基
礎
と
す
る
も
の
と
す
る
。

７
・
８

（
略
）

７

第
三
項
（
第
一
号
を
除
く
。
）
、
第
四
項
又
は
第
五
項
（
第
一
号
を
除
く
。
）

の
規
定
に
よ
る
旧
厚
生
年
金
保
険
法
に
よ
る
年
金
た
る
保
険
給
付
の
支
給
は
、
同

法
第
三
十
六
条
第
一
項
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
施
行
日
の
属
す
る
月
か
ら
始
め

る
も
の
と
す
る
。

８

第
三
項
第
二
号
に
該
当
す
る
者
が
旧
厚
生
年
金
保
険
法
に
よ
る
通
算
老
齢
年
金

の
受
給
権
を
有
し
て
い
る
と
き
又
は
第
五
項
第
二
号
に
該
当
す
る
者
が
同
法
に
よ

る
通
算
遺
族
年
金
（
指
定
共
済
組
合
が
支
給
す
る
同
号
に
規
定
す
る
遺
族
年
金
と

同
一
の
支
給
事
由
に
基
づ
く
も
の
に
限
る
。
）
の
受
給
権
を
有
し
て
い
る
と
き
は

、
当
該
通
算
老
齢
年
金
又
は
通
算
遺
族
年
金
の
受
給
権
は
消
滅
す
る
。
こ
の
場
合

に
お
い
て
、
当
該
通
算
老
齢
年
金
又
は
通
算
遺
族
年
金
の
支
給
は
、
同
法
第
三
十

六
条
第
一
項
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
施
行
日
の
属
す
る
月
の
前
月
で
終
わ
る
も

の
と
す
る
。
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◎

厚
生
年
金
保
険
制
度
及
び
農
林
漁
業
団
体
職
員
共
済
組
合
制
度
の
統
合
を
図
る
た
め
の
農
林
漁
業
団
体
職
員
共
済
組
合
法
等
を
廃
止
す
る
等
の
法

律
の
施
行
に
伴
う
移
行
農
林
共
済
年
金
等
に
関
す
る
経
過
措
置
に
関
す
る
政
令
（
平
成
十
四
年
政
令
第
四
十
四
号
）

抄

（
第
六
条
関
係
）

（
傍
線
部
分
は
改
正
部
分
）

改

正

案

現

行

（
移
行
農
林
共
済
年
金
の
支
給
等
に
関
す
る
規
定
の
技
術
的
読
替
え
等
）

（
移
行
農
林
共
済
年
金
の
支
給
等
に
関
す
る
規
定
の
技
術
的
読
替
え
等
）

第
十
四
条

廃
止
前
農
林
共
済
法
の
規
定
の
適
用
に
つ
い
て
は
、
次
の
表
の
上
欄
に

第
十
四
条

廃
止
前
農
林
共
済
法
の
規
定
の
適
用
に
つ
い
て
は
、
次
の
表
の
上
欄
に

掲
げ
る
廃
止
前
農
林
共
済
法
の
規
定
中
同
表
の
中
欄
に
掲
げ
る
字
句
は
、
そ
れ
ぞ

掲
げ
る
廃
止
前
農
林
共
済
法
の
規
定
中
同
表
の
中
欄
に
掲
げ
る
字
句
は
、
そ
れ
ぞ

れ
同
表
の
下
欄
に
掲
げ
る
字
句
に
読
み
替
え
る
も
の
と
す
る
。

れ
同
表
の
下
欄
に
掲
げ
る
字
句
に
読
み
替
え
る
も
の
と
す
る
。

（
略
）

（
略
）

（
略
）

（
略
）

（
略
）

（
略
）

第
四
十
二
条
第

組
合
員
期
間

旧
農
林
共
済
組
合
員
期
間

組
合
員
期
間

旧
農
林
共
済
組
合
員
期
間

第
四
十
二
条
第

一
項
第
一
号
、

一
項
第
一
号
、

第
二
項
第
一
号

第
二
項
第
一
号

及
び
第
五
項

及
び
第
五
項

第
四
十
三
条
第

に
よ
つ
て

が
そ
の
権
利
を
取
得

一
項

し
た
当
時
そ
の
者
に

よ
つ
て

維
持
し
て
い
た

維
持
し
て
い
る

と
す
る

と
し
、
受
給
権
者
が
そ
の
権
利
を
取

得
し
た
日
の
翌
日
以
後
に
そ
の
者
に

よ
つ
て
生
計
を
維
持
し
て
い
る
当
該

配
偶
者
を
有
す
る
に
至
つ
た
こ
と
に

よ
り
加
給
年
金
額
を
加
算
す
る
こ
と

と
な
つ
た
と
き
は
、
当
該
配
偶
者
を
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有
す
る
に
至
つ
た
日
の
属
す
る
月
の

翌
月
か
ら
、
障
害

年
金
の
額
を

共
済

改
定
す
る

第
四
十
八
条

組
合
員
期
間

旧
農
林
共
済
組
合
員
期
間

第
四
十
八
条

組
合
員
期
間

旧
農
林
共
済
組
合
員
期
間

（
略
）

（
略
）

（
略
）

（
略
）

（
略
）

（
略
）

（
略
）

（
略
）

（
略
）

（
略
）

（
略
）

（
略
）

（
略
）

（
略
）

～

（
略
）

～

（
略
）

2

9

2

9

廃
止
前
農
林
共
済
法
第
三
十
八
条
の
二
第
二
項
の
規
定
は
、
第
一
項
の
規
定
に

廃
止
前
農
林
共
済
法
第
三
十
八
条
の
二
第
二
項
の
規
定
は
、
廃
止
前
農
林
共
済

10

10

よ
り
読
み
替
え
ら
れ
た
廃
止
前
農
林
共
済
法
第
四
十
三
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り

法
第
四
十
三
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
加
給
年
金
額
が
加
算
さ
れ
た
障
害
共
済
年

加
給
年
金
額
が
加
算
さ
れ
た
障
害
共
済
年
金
に
つ
い
て
準
用
す
る
。
こ
の
場
合
に

金
に
つ
い
て
準
用
す
る
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
廃
止
前
農
林
共
済
法
第
三
十
八

お
い
て
、
廃
止
前
農
林
共
済
法
第
三
十
八
条
の
二
第
二
項
中
「
前
条
第
一
項
」
と

条
の
二
第
二
項
中
「
前
条
第
一
項
」
と
あ
る
の
は
、
「
廃
止
前
農
林
共
済
法
（
厚

あ
る
の
は
、
「
厚
生
年
金
保
険
制
度
及
び
農
林
漁
業
団
体
職
員
共
済
組
合
制
度
の

生
年
金
保
険
制
度
及
び
農
林
漁
業
団
体
職
員
共
済
組
合
制
度
の
統
合
を
図
る
た
め

統
合
を
図
る
た
め
の
農
林
漁
業
団
体
職
員
共
済
組
合
法
等
を
廃
止
す
る
等
の
法
律

の
農
林
漁
業
団
体
職
員
共
済
組
合
法
等
を
廃
止
す
る
等
の
法
律
（
平
成
十
三
年
法

の
施
行
に
伴
う
移
行
農
林
共
済
年
金
等
に
関
す
る
経
過
措
置
に
関
す
る
政
令
（
平

律
第
百
一
号
）
附
則
第
二
条
第
一
項
第
一
号
に
規
定
す
る
廃
止
前
農
林
共
済
法
を

成
十
四
年
政
令
第
四
十
四
号
）
第
十
四
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
読
み
替
え
ら
れ

い
う
。
）
第
四
十
三
条
第
一
項
」
と
読
み
替
え
る
も
の
と
す
る
。

た
廃
止
前
農
林
共
済
法
（
厚
生
年
金
保
険
制
度
及
び
農
林
漁
業
団
体
職
員
共
済
組

合
制
度
の
統
合
を
図
る
た
め
の
農
林
漁
業
団
体
職
員
共
済
組
合
法
等
を
廃
止
す
る

等
の
法
律
（
平
成
十
三
年
法
律
第
百
一
号
）
附
則
第
二
条
第
一
項
第
一
号
に
規
定

す
る
廃
止
前
農
林
共
済
法
を
い
う
。
）
第
四
十
三
条
第
一
項
」
と
読
み
替
え
る
も

の
と
す
る
。

～

（
略
）

～

（
略
）

11

19

11

19
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